
令和５年度 金沢区予算案について 

１ 基本的な考え方  

 金沢区の基本目標「誰もが住み続けたいまち 金沢」の実現に向け、「子ども・子育て」、

「まちの魅力づくり」、「暮らしの安全・安心」、「福祉保健」の４項目を重点分野とし、地域

や事業者、大学などとの協働によるまちづくりを進めます。 

特に、本市中期計画の基本戦略「子育てしたいまち 次世代を共に育むまち ヨコハマ」

の実現に向けて、こども・子育て対策を重点的に進め、子育て世代の定住・転入の促進な

ど、将来にわたって金沢区の活力を生み出していくことを目指します。 

２ 重点課題  

◇子ども・子育て ～子どもたちが健やかに育つまちの実現～

金沢区地域子育て支援拠点を中心に、地域、関係機関等との連携を強め、身近な場所での

見守る環境を充実し、子どもたちが地域の中で健やかに育つまちづくりを進めます。あわせ

て、学校とも連携し、海、森等の自然資産や歴史資源、臨海部の技術力など、子どもたちが多

様な魅力に触れることで、大人になっても地元に住み続けたい、戻りたいと思ってもらえる

愛着心をはぐくみます。 

◇まちの魅力づくり ～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～

子育て世代をターゲットに、暮らす、育てる、遊ぶ、働く等の分野で、多様な主体と連携

し、金沢区の魅力を区内外に幅広く発信します。あわせて、多様な資源を生かした魅力や賑

わいづくり、地域力の向上など、地域、企業及び大学等との協働によるまちづくりを進めま

す。また、区内魅力スポットの回遊性の向上や観光振興に取り組み、「訪れたいまち」の実現

を目指します。 

◇暮らしの安全・安心 ～区民の皆様との協働による安全・安心なまちの実現～

区民の皆様の安全・安心な暮らしを支えるため、防災・減災、防犯、交通安全、感染症対策

など、区民生活を支える暮らしの安全・安心の取組を進めます。特に、防災・減災では、次代

の担い手の育成をはじめ、区民一人ひとりの防災・減災意識の浸透を図るとともに、地域の

防災力の向上など地域のつながりを生かした、自助・共助の取組を進めます。 

◇福祉保健 ～誰もが健康でいきがいを感じられる地域の実現～

誰もが安心して健やかに住み続けられるよう、地域や関係機関との連携を強め、「支え合い」

や「つながり」が育まれる取組を進めます。特に、第４期金沢区地域福祉保健計画や地域包

括ケアの取組を着実に推進し、誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現を目指します。 

≪区民サービスの推進≫

 上記の重点分野の取組と合わせ、ＤＸ戦略の推進、国際園芸博覧会の機運醸成など全市

的課題に着実に取り組むとともに、区民の皆様に最も身近な行政機関として、窓口サービ

スの改善や職員の人材育成など区民サービスの向上を継続して推進します。



　１　予算区分別総括表

（単位：千円）
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　２　予算の内訳

（１）自主企画事業費 （単位：千円）

合 計 98,880 《合計:35事業》

４　福祉保健 11,399
・金沢区地域福祉保健推進事業
・ポジティブエイジング応援事業

《計９事業》

５　区民サービスの推進 7,216
・区民意識調査
・「区民サービス」推進事業

《計５事業》

重　点　項　目 予　算　額 主　　な　　事　　業

合 計 808,195 768,964

統合事業費 19,158 19,146

区庁舎・区民利用施設管理費 667,722 629,365

統合事務事業費 41,593 40,478

統合事務費 22,435 21,332

 令和５年度 金沢区予算案総括表

区 分 Ｒ５年度 Ｒ４年度

自主企画事業費 98,880 99,121

１　子ども・子育て 14,906
・子育て応援事業
・地域子育てネットワーク事業

《計５事業》

３　暮らしの安全・安心 16,352
・金沢防災“えん”づくり事業～顔の見える防災の輪～
・セーフティタウンかなざわ推進事業　 　《計４事業》

２　まちの魅力づくり 49,007
・金沢の魅力ふれあい事業
・金沢区観光振興事業

《計12事業》



（２）統合事務事業費 （単位:千円）

（３）区庁舎・区民利用施設管理費 （単位:千円）

　

（単位:千円）

　 増△減

1

507

817

1,325合　　　計 9,618 8,293

広告料収入 2,734 2,227 広報よこはま区版、モニター等広告料収入

その他 6,695 5,878 証明写真機建物貸付収入、公会堂光熱水費

３　財源確保への取組

区　　　分 Ｒ５年度Ｒ４年度 備　　　　　　考

区庁舎・市民利用施設等
目的外使用料

189 188 広告入りモニターの設置等による目的外使用料

区庁舎・区民利用施設修繕費等 5,990 区庁舎等小破修繕、子どもの遊び場遊具修繕等

合　　　計 667,722

区庁舎等管理費 155,303 区庁舎、土木事務所庁舎の設備管理、清掃委託等

区民利用施設管理費 506,429 公会堂、地区センター指定管理料等

合　　　計 41,593

区　　　分 予　算　額 備　　　　　　考

統合事務費 22,435 消耗品、印刷、通信運搬費等

統合事業費 19,158

広報よこはま発行事業、市民相談事業、スポーツ推進委員事
業、青少年指導員事業、クリーンタウン横浜事業、学校・家
庭・地域連携事業、健康づくり月間事業、緊急時情報システ
ム運用事業

区　　　分 予　算　額 主　　な　　事　　業　　名



（様式７）

[　　金沢  　 区] ３款 ２項 1目 自主企画事業費 （単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

1
誰にもやさしい区庁舎
整備事業

2,080 2,080 1,930 1,930 150 150

2
「区民サービス」推進
事業

1,233 1,233 1,273 1,273 △ 40 △ 40

3 広報・広聴事業 305 233 305 233 0 0

4
区の花・ぼたんＰＲ事
業

598 598 598 598 0 0

5
LINKAI横浜金沢推進事
業

2,900 2,900 3,400 3,400 △ 500 △ 500

6
旧川合玉堂別邸(園庭緑
地)保全活用事業

1,050 1,050 1,100 1,100 △ 50 △ 50

7
金沢の魅力ふれあい事
業

2,210 2,210 1,800 1,800 410 410 〇

8 金沢区観光振興事業 16,371 16,171 16,823 16,673 △ 452 △ 502 〇

9
かなざわ歴史ふれあい
事業

1,230 1,230 1,330 1,330 △ 100 △ 100

10
地域の魅力発見・発信
協働事業

2,140 2,140 2,700 2,700 △ 560 △ 560

11 区民意識調査 3,000 3,000 0 0 3,000 3,000 〇

12
クリーンタウン推進事
業

1,064 1,064 1,464 1,464 △ 400 △ 400

13 金沢まつり事業 8,000 8,000 8,000 8,000 0 0

14 地域振興事業 2,694 2,694 2,694 2,694 0 0

15

区民と大学の活力を生
かした地域支援事業～
キャンパスタウン金
沢・空き家等を活用し
た茶の間支援事業～

4,725 4,725 4,727 4,727 △ 2 △ 2

16 多文化共生推進事業 1,102 1,102 1,102 1,102 0 0

17
金沢防災“えん”づく
り事業～顔の見える防
災の輪～

8,914 8,914 8,741 8,741 173 173 〇

18
災害時要援護者避難支
援事業

458 458 452 452 6 6

19 放置自転車対策事業 1,414 1,414 1,385 1,385 29 29

20
セーフティタウンかな
ざわ推進事業

5,566 5,566 5,492 5,492 74 74

事　業　計　画　書　目　次　

増△減（５－４）
新
規
・
拡
充

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度



（様式７）

[　　金沢  　 区] ３款 ２項 1目 自主企画事業費 （単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

事　業　計　画　書　目　次　

増△減（５－４）
新
規
・
拡
充

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度

21 スポーツ振興事業 2,810 2,810 2,850 2,850 △ 40 △ 40

22 地域文化振興事業 3,904 3,904 3,904 3,904 0 0

23 区民活動支援事業 2,719 2,719 3,171 3,171 △ 452 △ 452

24
地域子育てネットワー
ク事業

6,749 6,749 7,304 7,304 △ 555 △ 555

25 子育て応援事業 3,691 3,691 3,374 3,374 317 317 〇

26 親子の居場所事業 1,968 1,905 2,141 2,078 △ 173 △ 173

27
金沢区地域福祉保健推
進事業

2,875 2,875 2,905 2,905 △ 30 △ 30

28 健康づくり月間事業 1,080 1,080 1,080 1,080 0 0

29
感染症対策・医療機関
連携事業

669 669 724 724 △ 55 △ 55

30
乳幼児期からの健康づ
くり事業

1,396 1,396 1,479 1,479 △ 83 △ 83

31
ポジティブエイジング
応援事業

909 909 813 813 96 96

32 障害者理解促進事業 599 599 375 375 224 224

33 健康かなざわ応援事業 943 943 442 442 501 501

34 安全安心生活応援事業 923 923 922 922 1 1

35
地域歯科医療体制整備
事業

591 591 811 811 △ 220 △ 220

廃止

金沢区におけるICTを
活用した地域支援の推
進

0 0 958 958 △ 958 △ 958

廃止
保育所による子育て支
援事業

0 0 552 552 △ 552 △ 552

計 98,880 98,545 99,121 98,836 △ 241 △ 291



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

単位

件

1

150 0 0 0 0 0 150

県

目標 10 8 6 5 5

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

誰にもやさしい区庁舎整備事業

実績

650 650 0

1,430

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 総務
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 区役所総務費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 「区民サービス」推進事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

区庁舎環境に
係る広聴の意
見受理件数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

5 5

実績 15 7

令和５年度 2,080 0 0 0 2,080
令和４年度 1,930 0 0 0 1,930

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,803 2,393 2,393 1,930 1,930 1,930

1,803 2,393 2,393 1,930 1,930 1,930

99 99

決
算

1,760 8,605 5,452

1,760 8,605 5,452

事業概要
誰もが利用しやすい区役所として、区民から親しまれるために、庁舎環境改善の実施します。また、WEB会議等を推進するために、ICT
環境の整備を行います。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「区民の皆様への「まごころ」あふれる区役所づくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

〇新型コロナ禍を踏まえ、区庁舎の感染症対策に取り組むとともに、誰もが利用しやすい区役所として区民から親しまれるため、区庁
舎の環境改善に継続して取り組む必要があります。
〇本市の市政運営の基本方針に掲げる、デジタル化の方向性を踏まえ、DXによる業務の効率化及び円滑な情報共有、ペーパーレス化な
どを推進する必要があります。特に令和５年度は、YCAN無線LAN化の運用開始に伴い、会議室、打合せスペースに機器整備等を行い、区
役所会議等におけるペーパーレス化を推進する必要があります。

根拠・データ等
〇窓口満足度調査（待合場所の快適さ）金沢区結果（満足＋やや満足と回答した人の割合）
　令和３年度、２年度：新型コロナにより未実施 / 令和元年度：100％ / 平成30年度：99.7％

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 区庁舎管理規則、金沢区運営方針等

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

窓口満足度
調査結果（待
合場所の快適

さ）

単位

％

100

実績 - -

目標 - - 98 98

誰にもやさしい区庁舎整備事業 1,280 150
事業整理に伴う感染対策
関連経費の増

ICT推進事業

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 予算調整

細事業合計 2,080 1,930

本資料は、公正・適正に作成しました。 姫浦　尊 田中　真紀子 呉田　周平

150

細事業
（事業内訳）

1

単位 目標

事業スケジュール

令和２年度、３年度：区庁舎WEB会議環境の整備（外部とのWEB会議用Wi-Fi回線及びzoom Pro等の導入）
令和４年度：YCAN無線LAN整備実施
令和５年度：YCAN無線LAN運用開始
令和６年度：区共有ファイルサーバの統合化完了予定



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

単位

1

△ 40 0 0 0 0 0 △ 40

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

「区民サービス」推進事業

0

実績

人権啓発事業 594

210 250 ▲ 40 謝金の精査による減

211

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 総務
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 区役所総務費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 「区民サービス」推進事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,233 0 0 0 1,233
令和４年度 1,273 0 0 0 1,273

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,569 1,569 1,373 1,373 1,373 1,373

1,569 1,569 1,373 1,273 1,273 1,273

100 100

決
算

893 432 784

893 432 784

事業概要 区民サービスマインドを向上させるため各種職員研修や改善改革プロジェクト等の事業を実施します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「区民の皆様への「まごころ」あふれる区役所づくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

１　区役所に来所された区民の皆様には満足していただくことが重要です。そのためには、職員の窓口応対能力の向上させることが必
要です。職員研修の実施等によりスキル・意識を高め、窓口満足度調査の結果を良好に保ちます。
２　課をまたぐ職員間のつながりを形成する機会が少なく、他課業務の知識が希薄である結果、区民サービスが低下する可能性があり
ます。課を超えた職員同士が自発的に活動する改善改革プロジェクトを実施し、他課とのつながりの形成により区民サービスを向上さ
せます。
３　多様性の時代における様々な人権問題の正しい理解、人権尊重の意識を高める必要があります。職員研修や多くの区民を対象とし
た人権講演会等を実施し、誰もが居心地のよい社会に貢献します。
４　金沢区には様々な分野で顕著な功績をあげる区民や団体がいらっしゃいます。顕著な功績をあげた区民や団体等を表彰し、金沢区
に対する愛着や理解を深めていただきます。また、多くの区民の方に知っていただくきっかけとします。

根拠・データ等

○職員研修（人権研修含む延べ実施回数）…R3：25回　R4見込み：24回　 R5見込み：24回
○改善・改革推進プロジェクト数　　　　…R3：６PJ　R4見込み：４PJ　 R5見込み：４PJ
○市民向け人権啓発講演会来場者数　　　…R3：250人 R4見込み：250人　R5見込み：250人
○区民栄誉賞／いきいき区民表彰受賞者数…R3：18件　R4見込み：15件　 R5見込み：15件

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 地方自治法、金沢区運営方針

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

窓口満足度
調査結果

単位

％

100

実績 - -

目標 100 100 100 100

職員研修事業 211 0

改善・改革推進委員会事業

細事業名称 ５年度

594 0

差引（増減） 増減説明

顕彰事業 218 218

課長 係長 庶務

細事業合計 1,233 1,273

本資料は、公正・適正に作成しました。 姫浦　尊 谷川　みちる 神田　顕彦

▲ 40

細事業
（事業内訳）

2

単位 目標

事業スケジュール
・令和４年度は調査名称が「（仮称）区役所窓口サービスアンケート」に変更され10月から11月に実施予定
・令和２年度並びに３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

人

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標 3,800 4,000 4,200 4,400 4,600

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

広報・広聴事業

実績

305

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 広聴広報相談費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 広報・広聴事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

金沢区Twitter
のフォロワー数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

4,800 5,000

実績 3,671 4,041

令和５年度 305 0 0 72 233
令和４年度 305 0 0 72 233

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,286 305 305 305 305 305
1,286 305 305 305 305 305

3,000 3,000

決
算

768 1,398 1,007
768 1,398 1,007

事業概要
　区長陳情や市民からの提案等の手段により、区民の意見・要望を市政区政に反映させます。また、バスマップを作成するなど、区の
転入者や高齢者等への区民サービス向上を図ります。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「区民の皆様への「まごころ」あふれる区役所づくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　区民から様々な手段で寄せられる意見、要望、提案、苦情等を受け、所管課や関係機関に回答依頼や情報提供を行うとともに、本市
の施策や区の事業に生かすことにより、区民の満足度の向上及び市政・区政の推進に役立てることを目的とします。
　転入者等に金沢区内の移動方法情報を提供するため配布します。また、総合案内などの窓口への問合せ対応で配布するとともに、区
ホームページへ掲載して情報提供することで、区民サービスの向上を図ります。
　また、区民の方に、いち早く広報するためにホームページやtwitterを用いて情報発信していきます。

根拠・データ等

・区民の声受付数
　＜受付件数実績＞令和２年度：741件（月平均61.7件）、令和３年度：578件（月平均：48.1件）

・バスマップの作成
　＜発行部数＞令和２年度:3,000部、令和３年度:3,000部

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 「市民の声」事業の実施に関する取扱要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

バスマップ配布
部数

単位

部

3,000

実績 3,000 2,765

目標 3,000 3,000 3,000 3,000

広報・広報事業 305 0

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 広報相談

細事業合計 305 305

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 藤田　健一 富田　友裕

0

細事業
（事業内訳）

3

単位 目標

事業スケジュール

　バスマップ作成：
　令和４年度版配布開始：４～５月
　令和５年度版校正・印刷：１１月～３月



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

単位

回

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標 20 30 33 36 39

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

区の花・ぼたんPR事業

実績 - 2,296

100 200 ▲ 100 区配予算活用による減

2,300 2,600 2,900 3,200

498

４年度

3,500

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 広聴広報相談費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 区の花・ぼたんPR事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

ぼたんちゃんの
図形使用申請数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

42 45

実績 18.0 35.0

令和５年度 598 0 0 0 598
令和４年度 598 0 0 0 598

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,000 598 598 598 598
1,000 598 598 598 598

72 74

決
算

648 751
648 751

事業概要

　金沢区の運営方針の基本目標である「訪れたい、住みたい、住み続けたいまち 金沢」を達成する方策として、区民に区の魅力を再発
見してもらうきっかけづくりが必要となります。
　区の花・牡丹の妖精の金沢区幸せお届け大使ぼたんちゃんや区の花・牡丹の活用により、区民が共通して持つ金沢区のイメージが一
つになることで、区民の皆さまの区への愛着を高め、区の施策や事業をより身近に関心が持てるきっかけとなるようにします。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「区民の皆様への「まごころ」あふれる区役所づくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

１　ぼたんちゃんの活用
　区の花・牡丹の妖精の金沢区幸せお届け大使ぼたんちゃんのグッズの配布やホームページやtwitter等の媒体で広報し、図形使用申請
の受付や、着ぐるみの貸出により、キャラクターの認知度を高めることで、区民の皆さまの区への愛着心の向上を目的としています。
さらに、キャラクターを活用し、国際園芸博覧会のPRを行います。

２　区の花PR事業
　牡丹の花のPRが十分ではないため、区の花「牡丹」の魅力や開花情報の発信を行います。さらには、行政からのみの情報発信だけで
はなく、区民の方も情報発信できるように、SNSを活用したイベントの実施をすることで、区や身近な地域への愛着や関心を持っていた
だくきっかけを作ります。住み続けたいまちとする一助となることを目的としています。

根拠・データ等

・ぼたんちゃんの活用
（１）着ぐるみ貸出
      令和２年度:2回　令和３年度:8回
（２）図形使用申請数
      令和２年度:18回　令和３年度:35回
（３）投光器貸出
      令和２年度:1回　令和３年度:2回

・SNSを活用したイベントの参加人数
  令和3年度に実施したInstagramを活用したイベントの参加人数:53人

事業指標 年度

事業開始年度 令和２年度

根拠法令・方針決裁等
「金沢区幸せお届け大使ぼたんちゃん」着ぐるみ貸出要綱、金沢区幸せお届け大使ぼたんちゃん図形の使用に関する事務取扱要綱、
「金沢区幸せお届け大使ぼたんちゃん」投光器貸出要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

ぼたんちゃんへ
の愛着の向上
（愛着があると
回答した人の割

合）

単位

%

76

実績 - -

目標 - - - 70

ぼたんちゃんの活用事業 398 100
国際園芸博覧会PR実施の
ための増

区の花ＰＲ事業

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 広報相談

細事業合計 598 598

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 藤田　健一 富田　友裕

0

細事業
（事業内訳）

4

Twitterでの牡
丹の花に関する
投稿の閲覧数
（１投稿あたり

の平均）

単位

回

目標 - 2,000

事業スケジュール

１　ぼたんちゃんの活用
（１）着ぐるみ貸出
      随時受付・随時処理
（２）図形使用申請数
      随時受付・随時処理
（３）投光器貸出
      随時受付・随時処理

２　区の花PR事業
　  SNSを活用したイベント：令和５年３～５月（実施予定）



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

単位

％

1

△ 500 0 0 0 0 0 △ 500

県

目標 - - － 70 75

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

LINKAI横浜金沢推進事業

▲ 500

実績 - -

産学官連携イベント 1,400

500 500 0

－ 65 70 75

1,000

４年度

80

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 LINKAI横浜金沢推進事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

ものづくり体
験イベントに
参加者した小
学生のうち認
知度が向上し

た率

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

80 85

実績 - 実施中止

令和５年度 2,900 0 0 0 2,900
令和４年度 3,400 0 0 0 3,400

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

2,200 3,500 3,500 3,500 3,500

2,200 3,500 3,500 3,500 3,500

70 75

決
算

2,042 2,590

2,042 2,590

事業概要
　LINKAI横浜金沢のブランドイメージの向上及び大規模な産業集積を生かした新たなビジネス機会の創出を図るとともに、ものづくり
体験の機会を通して、LINKAI横浜金沢の魅力を周知していきます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の臨海部には、横浜市を代表する産業団地（鳥浜工業団地、金沢産業団地）が立地し、その地域の名称を「LINKAI横浜金沢」
と命名して、ブランドイメージの向上をはじめとした様々な取組を展開しています。
　しかし、近年の産業構造の変化、人材確保の困難化、産業集積地域としてのメリットの低下、LINKAI横浜金沢という地域愛称の知名
度の低さ等の課題が顕在化しています。
 本事業は、この地域の魅力発信や企業間連携、就業支援等の取組を推進することで、立地している企業及び、地域で働く人々の操業環
境を向上させ、集積産業拠点としてポテンシャルを発揮させていくことを目的としています。

根拠・データ等

○産業団地エリアの面積：542.5ha（平成28年経済センサス調査）
○産業団地エリアの企業数：1,233社（平成28年経済センサス調査）
○産業団地エリアの従業員数：34,808人（平成28年経済センサス調査）
○金沢区内立地大学在籍学生数（関東学院大学・横浜市立大学の合計）：約16,000人（令和４年時点各大学ＨＰ参考値）

事業指標 年度

事業開始年度 令和2年度

根拠法令・方針決裁等 会社法、中小企業基本法、横浜市中小企業振興基本条例、金沢臨海部産業活性化プラン

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

LINKAI横浜金
沢企業紹介事
業の参加大学
生で地域企業
への認知度が
向上した率

単位

％

80

実績 作成中止 作成中止

目標 作成中止 作成中止 60 65

LINKAI横浜金沢企業紹介 1,000 0

ものづくり体験イベント

細事業名称 ５年度

1,400 0

①事業への集約による減

差引（増減） 増減説明

企業見学会 0 500

課長 係長 企画調整

細事業合計 2,900 3,400

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 松永　了 房野　将己

▲ 500

細事業
（事業内訳）

5

産学官連携イベ
ントの参加者の
うちLINKAI横浜
金沢への認知度
が向上した率

単位

人

目標 - -

事業スケジュール
令和２年度：事業開始
令和３年度：新たにものづくり体験イベントの実施を検討
令和４年度：LINKAI横浜金沢企業紹介冊子作成



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

単位

人

1

△ 50 0 0 0 0 0 △ 50

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

旧川合玉堂別邸(園庭緑地)保全活用事業

実績

250 250 0

800

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 旧川合玉堂別邸(園庭緑地)保全活用事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,050 0 0 0 1,050
令和４年度 1,100 0 0 0 1,100

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,300 1,300 850 1,050 1,050 1,050

1,300 1,300 850 1,050 1,050 1,050

2,000 2,000

決
算

1,253 850 2,510

1,253 850 2,510

事業概要 旧川合玉堂別邸庭園を地域と協働して開園し、魅力を発信していきます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　旧川合玉堂別邸及び園庭緑地は、大正６年から昭和12年頃に日本画家の川合玉堂が富岡に構えた別邸です。明治から昭和初期の金沢
の別荘建築の雰囲気を良く遺す貴重な遺構であることから、平成７年11月、横浜市指定有形文化財「旧川合玉堂別邸（二松庵）主屋及
び表門」に指定されました。平成17年１月に、横浜市教育委員会事務局が土地（横浜市土地開発基金保有地との交換）及び建物（寄
付）を取得し、平成18年４月からは、旧川合玉堂別邸及び園庭緑地運営委員会により、園庭の維持管理や園庭公開、イベント開催など
が行われ、貴重な地域資源として多くの市民から親しまれてきました。
　平成25年10月に火災により主屋を焼失したことにより、平成28年11月に建築物の文化財指定が解除されましたが、庭園としての価値
を評価し、新たに市指定名勝に指定されました。
　この貴重な地域資源を、今後も地域の様々な主体と協働しながら、地域振興に資する場所として更に活用していくために、本事業に
おいて「区民との協働による一般公開の継続」「地域が主体となった施設利用の促進」を図っていきます。

根拠・データ等
・来園者数推移
　平成29年度1,939名　平成30年度1,513名　令和元年度1,609名　令和２年度1,170名　令和３年度2,733名

事業指標 年度

事業開始年度 平成15年度

根拠法令・方針決裁等
旧川合玉堂別邸及び園庭緑地の保存活用について(方針決裁　平成16年２月２日決裁)
旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園の管理運営に係る方針(方針決裁　令和２年８月20日決裁)

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

来園者数
単位

回

2,000

実績 1,170 2,733

目標 600 1,600 2,000 2,000

開園事業 850 ▲ 50
令和３年度実績に基づく
減

イベント開催

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 企画調整

細事業合計 1,050 1,100

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 加藤　稔 小林　勇大

▲ 50

細事業
（事業内訳）

6

単位 目標

事業スケジュール

・平成15年度：事業開始
・平成18年度：地域と協働した庭園の公開・維持管理の開始
・令和２年度：旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園の管理運営に係る方針に基づいた管理運営の開始
・令和３～７年度：庭園の新たな活用方法の検討、実施



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

単位

％

1

410 0 0 0 0 0 410

県

目標 ― ― ― 60 65

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

金沢の魅力ふれあい事業

実績

1,000 1,000 0

1,210

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 金沢の「自然資産」ふれあい事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

海中探検参加者数
の近隣自然環境へ
の理解度が向上し

た割合

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

70 75

実績 ― ―

令和５年度 2,210 0 0 0 2,210
令和４年度 1,800 0 0 0 1,800

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

2,300 2,300 2,300

2,300 2,300 2,300

75 80

決
算

事業概要
　金沢区の海や緑、歴史といった資産にふれあう体験機会を創出し、その魅力を伝えることにより、愛着形成やファンを増やすととも
に、金沢区への定住志向や定期的な観光先としての意識づけを図っていきます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区には海などの資産が多くありながら、それらを本質的に体験する事業が少なく、また、人口減少のうち「社会減」の割合が多
いため、金沢区外への流出人口が増加しています。そのことを踏まえ、豊かな自然資産や歴史の舞台となった資産を対外的に周知及び
ふれあうことを目的に、幅広い層向けに金沢区の魅力に直接触れ、体験できる機会の創出や、地元への愛着や誇りの醸成及び、定住志
向や定期的な観光先としての意識づけを図っていく必要があります。
　また、横浜ベイサイドマリーナや金沢動物園等との連携による、船舶乗体験や生物にふれあえる体験等を実施することで、普段目に
することのない、金沢区の海からの風景及び様々な生物を見聞する機会を創出します。
　さらに体験会プログラムに環境課題について学ぶ講座等を盛り込むことで、脱炭素化への意識を醸成する機会も併せて創出します。

根拠・データ等

〇金沢区の公園数：207か所
〇金沢区の公園面積：2,934,287㎡
〇横浜市唯一の自然海岸が立地し、希少な生物が数多く生息（環境創造局公式ウェブサイト）
〇横浜市唯一の海水浴場が立地し、希少な生物が数多く生息（環境創造局公式ウェブサイト）
〇金沢湾で確認された魚類28種（平成30年３月横浜市環境科学研究所：横浜の川と海の生物第14報・海域編）
〇金沢区の緑被率：31％（環境創造局公式ウェブサイト）

事業指標 年度

事業開始年度 令和４年度

根拠法令・方針決裁等

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

体験会参加者アン
ケートによる環境
課題の理解度向上

した割合

単位

％

85

実績 ― ―

目標 ― ― ― 70

金沢の魅力を知る体験会 800 410 拡充による増

海中探検

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 企画調整

細事業合計 2,210 1,800

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 松永　了 房野　将己

410

細事業
（事業内訳）

7

単位

人

目標

事業スケジュール 令和４年度：事業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

係

8

単位 目標

事業スケジュール

・観光協会
　昭和26年３月設立
　平成20年４月事務局外部化
　令和元年４月事務局長専任化
　令和２年６月一般社団法人化

課長 係長 地域活動

細事業合計 16,371 16,823

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 野中　大介 野崎　陽子

▲ 452

細事業
（事業内訳）

（一社）横浜金沢観光協会運営事業 14,750 0

区内回遊性向上事業

細事業名称 ５年度

魅力帳事業

1,480 ▲ 1,380 事業内容見直しによる減

271 343 ▲ 72
販売数見込の見直しによ
る減

差引（増減） 増減説明

どんど焼き書初めコーナー 250 250

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

観光入込客数
磯子・金沢

エリア 日帰り
（延べ数）

単位

万人

300

実績 196 282

目標 300 300 300 300 300 300

決
算

15,494 15,642 16,471

15,370 15,543 16,291

事業概要 金沢区の観光資源等について、広く区内外にＰＲを行い、観光振興、商業振興を進めます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①金沢区は、歴史的・文化的資産や、自然や集客施設など豊かな資源に恵まれていますが、その魅力が十分に周知されていない現状が
あります。また、長く続く新型コロナウイルス感染症の影響により、観光客の減少や例年実施されていたイベントが中止になったこと
によるノウハウの減少など、区内の事業者も大きな影響を受けています。
②そのような状況の中、新型コロナウイルス感染症の状況をふまえた観光振興施策を実施するため、金沢区の観光振興の中核となる
（一社）横浜金沢観光協会への補助を行い、観光振興を推進します。また、観光協会を中心に関係諸団体と連携しながら、情報発信や
イベントの企画等実施することで、観光客の増加に結びつけ、商業観光振興を行います。

根拠・データ等

【令和３年度横浜市観光動態消費動向調査】
　横浜市観光入込客数（宿泊）　2021年：278万人　　2020年：327万人　　　△49万人
　横浜市観光客数（日帰り）　　2021年：2,257万人　2020年：1,302万人 　　955万人
　横浜市観光消費額　　　　　　2021年：1,769億円  2020年：1,050億円　　 719億円

事業指標 年度

事業開始年度 平成18年

根拠法令・方針決裁等 一般社団法人横浜金沢観光協会事業補助金交付要綱

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

15,263 16,163 15,913 16,471 16,471 16,471

15,113 16,013 15,763 16,271 16,271 16,271

令和４年度 16,823 0 0 150 16,673
0 200 16,171

財　源　内　訳

観光協会HP閲
覧数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

740,000 740,000

実績 468,498 738,247

令和５年度 16,371 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 金沢区観光振興事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号

0

実績

情報発信力強化事業 100

1,000 0 1,000 新規事業

14,750

４年度

単位

回

1

△ 452 0 0 50 0 0 △ 502

県

目標 455,000 460,000 740,000 740,000 740,000

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

金沢区観光振興事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

人

1

△ 100 0 0 0 0 0 △ 100

県

目標 200 200 200 200 200

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

かなざわ歴史ふれあい事業

実績 29 25

歴史伝承事業 320

260 260 0

150 150 150 150

650

４年度

150

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 かなざわ歴史ふれあい事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

大人向け歴史
啓発事業参加

人数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

200 200

実績 中止 中止

令和５年度 1,230 0 0 0 1,230
令和４年度 1,330 0 0 0 1,330

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,060 910 1,330 1,330 1,330 1,330

1,060 910 1,330 1,330 1,330 1,330

15 15

決
算

1,036 1,189 789

1,036 1,189 789

事業概要
神奈川県立金沢文庫・横浜市歴史博物館（公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団）と協働で、金沢の歴史の普及・啓発を行うことで、
区民の地域への愛着を深めます。また、中世より行われてきた「塩づくり」及び「海苔づくり」を子どもたちに体験してもらい、歴史
ある金沢ならではの魅力を伝えていきます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①平成24年度より県立金沢文庫、平成26年度より市ふるさと歴史財団と連携し、金沢区の歴史の普及・啓発の取組を実施してきまし
た。これらの取組によって区民の歴史への関心や地元への親しみや愛着が高まっています。引き続き区内の歴史・文化の浸透を継続
し、幅広い区民に一層の理解と愛着を深めていくことが必要です。
②金沢区内には貴重な文化資産や史跡があり、区民にこれらの資産をより身近に感じていただく事で、地域への親しみや愛着が深まり
ます。

根拠・データ等
・金沢区と神奈川県立金沢文庫との歴史文化の普及に関する協定締結（平成25年3月）
・金沢区と公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団との歴史文化の普及に関する協定締結（平成27年3月）

事業指標 年度

事業開始年度 平成25年度

根拠法令・方針決裁等

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

子ども向け歴
史啓発事業参

加校

単位

校

15

実績 16 7

目標 15 15 15 15

子ども向け歴史啓発事業 650 0

大人向け歴史啓発事業

細事業名称 ５年度

420 ▲ 100 事業見直しによる減

差引（増減） 増減説明

課長 係長 区民活動支援担当

細事業合計 1,230 1,330

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 奈良　紀之 中澤　杏太

▲ 100

細事業
（事業内訳）

9

歴史伝承事業
参加人数

単位

人

目標 100 100

事業スケジュール
・平成14年度：塩づくり体験開始
・平成19年度：海苔づくり体験開始
・平成27年度：むかし体験授業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

係

10

単位 目標

事業スケジュール
・令和５年度：事業整理、見直し
・令和６～７年度：既存事業の拡充、新規事業の企画・実施

課長 係長 企画調整

細事業合計 2,140 2,700

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 松永　了 小林　勇大

▲ 560

細事業
（事業内訳）

区民と協働した地域の魅力発信 1,600 ▲ 200 事業の見直しによる減

大学等と連携した地域の魅力発見事業

細事業名称 ５年度

人口減少対応策共同研究

300 30
令和４年度実績に基づく
増

100 0 100 新規事業

事業の見直しによる減

差引（増減） 増減説明

公共空間を活用した取組 0 500

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

金沢区インス
タグラムフォ

ロワー数

単位

アカウ
ント

2,500

実績 1,010

目標 500 1,500 1,750 2,000 2,250

決
算

2,533

2,533

事業概要
区民が金沢区の魅力に触れ、「住み続けたい」という定住意向を高めていくことができるように、区民と協働して区の魅力発信を行い
ます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区では、平成18年度をピークに年々人口が減少しており、特に、転出を起因とする社会減が他区に比べて大きい状況にありま
す。今後も持続可能なまちとしてあり続けるためには、人口の流入を促すとともに定着を図り、人口構成を安定化させていくことが課
題となります。区民が金沢区の魅力に触れ、「住み続けたい」という定住意向を高めていくことを本事業の目的とし、区民と協働して
区の魅力発信を進めていきます。

根拠・データ等

・金沢区の人口増減数
平成30年中-999人、令和元年中-980人、令和２年中-892人　　【参考】平成18年中1,064人
・金沢区の人口の社会増減数
平成30年中-152人、令和元年中-251人、令和２中-10人　　【参考】平成18年中708人

事業指標 年度

事業開始年度 令和３年度

根拠法令・方針決裁等

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,000 2,140 2,140 2,140

1,000 2,140 2,140 2,140

令和４年度 2,700 0 0 0 2,700
0 0 2,140

財　源　内　訳

ぱあくるプロ
ジェクト参加

者数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

100 100

実績 77

令和５年度 2,140 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 地域の魅力発見・発信協働事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号

▲ 500

実績

魅力発信ポータルサイトの運用 330

310 300 10
令和４年度実績に基づく
増

1,400

４年度

単位

組

1

△ 560 0 0 0 0 0 △ 560

県

目標 70 100 100 100

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

地域の魅力発見・発信協働事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

1

3,000 0 0 0 0 0 3,000

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

区民意識調査

実績

3,000

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 ■ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 街づくり推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 3,000 0 0 0 3,000
令和４年度 0 0 0 0 0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

0 0 0 0 0 3,000

0 0 0 0 0 3,000

- -

決
算

0 0 0

0 0 0

事業概要 区民ニーズの定量的なデータを収集し、区の運営方針・事業等の施策に反映します。

運営方針等との関連
令和４年度金沢区運営方針 Ⅰ基本目標
「地域の皆様と共に考える、挑戦する、つくる！　～訪れたい、住みたい、住み続けたいまち　金沢を目指して～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①区民ニーズの正確な把握のために、各課の事業において自治会、区民、区内企業等とのコミュニケーションやヒアリングを
　日常的に収集し、区の運営方針や個別事業に反映しています（定性的なニーズ把握）。
　一方で、区役所事業の立案に際しては、事業立案に必要な区民ニーズの定量的なデータが少ない現状があります。

②区民ニーズの定量的なデータを収集し、区の運営方針・事業等の施策に反映します。また、年ごとの変化を追い、区民意識
　の変化や推移を把握することで長期的な施策検討の基礎データとして活用します。

根拠・データ等
・横浜市内18区中８区が従前より区民意識調査を実施、政策局では市民意識調査を実施し事業の立案・評価に活用。
・金沢区における直近での区民意識調査実施は平成23年度とデータが古い。

事業指標 年度

事業開始年度 令和５年度

根拠法令・方針決裁等 -

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

事業への反映
件数

単位

件

5

実績 - -

目標 - - - 5

区民意識調査 0 3,000 新規事業のため

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 企画調整

細事業合計 3,000 0

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 松永　了 宮本　知樹

3,000

細事業
（事業内訳）

11

単位 目標

事業スケジュール 令和５年度：令和５年度区民意識調査実施



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

単位

kg

1

△ 400 0 0 0 0 0 △ 400

県

目標 700 700 700

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

クリーンタウン推進事業

0

実績 中止 中止

不法投棄防止対策事業 74

300 300 0

30 30 30 30

610

４年度

30

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域コミュニティ費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 クリーンタウン推進事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

平潟湾クリー
ンアップキャ
ンペーンごみ

の回収量

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

700 700

実績 880 760

令和５年度 1,064 0 0 0 1,064
令和４年度 1,464 0 0 0 1,464

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,188 1,315 1,504 1,354 1,354 1,354

1,188 1,315 1,504 1,354 1,354 1,354

43,500 43,500

決
算

1,968 1,282 825

1,968 1,282 825

事業概要
分別・リサイクル、街の美観保持とともに、ごみそのもを減らすリデュース（発生抑制）の取組を進めることで、区民の環境、脱炭素
化社会への意識向上を図りながら資源物を含むごみの総排出量削減を目指します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①ヨコハマ３Ｒ夢プランでは、こみと資源の総量の削減が求められています。３Ｒの中でも「リデュース(発生抑制）」を推進していく
必要があります。とりわけ、脱炭素化に向けた食ロス、使い捨てプラスチックごみの発生抑制及び削減が求められています。
②次世代を担う子供たちに対して食ロス、使い捨てプラスチックごみの削減の出前教室を実施します。生ごみ発生を抑えるための土壌
混合法講習会や食品ロス削減の講演、イベント等での啓発活動を進めることで、ごみの排出量の削減を目指します。区民の自発的な活
動である平潟湾クリーンアップキャンペーンを支援することで、平潟湾の水質保全及び環境改善を図るとともに、地域清掃の大切さを
理解し「ポイ捨て」等がない環境を目指します。
　治安の悪化を招く要因である不法投棄を、不法投棄防止対策を通して削減を図り、区民の方が安心して暮らせる街づくり目指しま
す。
　区内の小学生や保護者に対して、金沢区の魅力の一つである海の公園で体験型のエコ探検ツアーを実施し、「海洋プラスチック汚
染」等、SDGｓについての啓発を行い、区の自然に触れる機会を通して環境意識を向上させ、区への愛着心を深めます。

根拠・データ等

金沢区内ごみと資源の総排出量
＜実績推移＞元年度45,465t　２年度45,908ｔ、３年度43,919ｔ
横浜市内ごみと資源の総排出量
＜実績推移＞元年度817,033t　２年度835,800ｔ、３年度807,946ｔ

事業指標 年度

事業開始年度 平成８年度

根拠法令・方針決裁等
横浜市一般廃棄物処理基本計画（ヨコハマ３Ｒ夢プラン）、横浜市廃棄物等減量化・資源化及び適正処理に関する条例規則、平潟湾ク
リーンアップキャンペーン事業補助金交付要綱等

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

金沢区ごみと
資源の総排出

量

単位

t

43,500

実績 48,908 43,919

目標 43,500 43,500

ヨコハマ３R夢プラン普及・啓発事業 1,010 ▲ 400
ごみ袋必要数精査による
減等

平潟湾クリーンアップキャンペーン事
業

細事業名称 ５年度

74 0

差引（増減） 増減説明

エコ探検ツアー事業 80 80

課長 係長

細事業合計 1,064 1,464

本資料は、公正・適正に作成しました。 稲川　仁 伊藤　秀孝 小田　彩乃

▲ 400

細事業
（事業内訳）

12

エコ探検ツ
アー参加者数

単位

人

目標 30 20

事業スケジュール
啓発・講習会等：出前教室・・通年随時。土壌混合法講習会・・奇数月第三木曜日
エコ探検ツアー：小学校夏休み期間中に開催
平潟湾クリーンアップキャンペーン：11月第二日曜日



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

単位

人

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標 中止 中止 中止 約25万人 約25万人

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

金沢まつり事業

実績 中止 中止

175 175 0

約15万人 約15万人 約15万人 約15万人

7,825

４年度

約15万人

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域コミュニティ費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 金沢まつり事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

来場者数
（花火大会）

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

約25万人 約25万人

実績 中止 中止

令和５年度 8,000 0 0 0 8,000
令和４年度 8,000 0 0 0 8,000

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

500 500

決
算

8,017 2,068 2,368

8,017 2,068 2,368

事業概要 　地域を活性化し、観光都市横浜金沢として、区民の郷土愛意識の向上を推進するために、金沢まつりを支援します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①令和５年度で第49回を数える金沢まつり「花火大会」・「いきいきフェスタ」は、金沢区を象徴する地域行事として区内外を問わず
広く市民に浸透しており、金沢区の観光振興・区民の郷土愛の醸成に大きく寄与しています。例年８月に実施している花火大会では、
海の公園で打ち上げる花火を観覧するため多くの区民・市民が訪れています。また、例年10月に実施している「いきいきフェスタ」で
は、様々の団体が店舗を出店し、区民に愛される地域のお祭りとなっているだけでなく、日頃地域で活動する団体にとっての貴重な発
表の場となっています。
②区民に愛され、区民・団体の貴重な発表の場である金沢まつりを安全・安心に実施するため、金沢まつり実施にかかる費用の一部へ
の補助を実施します。

根拠・データ等

第45回「花火大会」令和元年８月24日(土)　海の公園、約3,500発打ち上げ、25万人観覧
　　　「いきいきフェスタ」令和元年10月20日(日)　海の公園、事業ＰＲ・野外ステージ等
第46回「花火大会」令和２年８月22日(土)または11月23日(月)　海の公園　約3,500発打ち上げ<中止>
　　　「いきいきフェスタ」令和２年10月17日(土)　海の公園、事業ＰＲ・野外ステージ等＜中止＞
第47回「花火大会」令和３年８月28日(土)<中止>
　　　「いきいきフェスタ」令和３年10月16日(土)＜中止＞
第48回「花火大会」令和４年８月27日(土)<中止>
　　　「いきいきフェスタ」令和４年10月15日(土)　海の公園なぎさ広場、事業ＰＲ・野外ステージ等

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年

根拠法令・方針決裁等 金沢まつり実行委員会補助金交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

金沢まつり協
賛者数（町内
会・企業）

単位

団体・
社

500

実績 中止 中止

目標 中止 中止 220 500

　金沢まつり補助金 7,825 0

　ぼたんちゃんお祭り応援事業

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 地域活動

細事業合計 8,000 8,000

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 野中　大介 守屋　陽子

0

細事業
（事業内訳）

13

来場者数
（いきいき
フェスタ）

単位

人

目標 中止 中止

事業スケジュール 　平成６年：事業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

地域振興事業

実績

新任会長研修会 17

1,150 1,150 0

1,527

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域コミュニティ費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 地域振興事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 2,694 0 0 0 2,694
令和４年度 2,694 0 0 0 2,694

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

2,439 2,644 2,694 2,694 2,694 2,694

2,439 2,644 2,694 2,694 2,694 2,694

78 78

決
算

2,798 2,174 1,630

2,798 2,174 1,630

事業概要
　自治会町内会活動といった地域活動における日々の功績に謝意を表し「自治会町内会長永年在職者表彰式・感謝会」を開催します。
金沢区町内会連合会定例会議（区連会）においては、行政等からの情報提供に、区連会配送ルートを使用します。また、自治会町内会
長の交代の際に、地域の円滑な引継ぎを支援するため、新任会長研修会を開催します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①昨今、進み続ける人口減少や高齢化、マンション等大型集合住宅建設による転入者の未加入者増に伴い、自治会町内会への加入率は
減少傾向にあります。また、日々変化する社会情勢の中で、多様化していく生活様式や意識のギャップを背景に、自治会町内会活動と
いった地域活動が低迷しつつあります。そのため、様々な住民の地域参加を促進するための支援策の検討や、地域力の更なる向上が課
題となっています。
　また、地域活動が低迷しつつある中でも、日頃より自治会町内会を維持する活動や努力を継続している住民に対しての支援やフォ
ローも同時に課題となっています。

②多くの地域活動のベースとなっている自治会町内会の課題解決を目指し、市政、区政の円滑な推進と住民生活の向上、福祉の増進を
図るため、区内の自治会町内会を支援します。

根拠・データ等

・人口　　　　　　　　　　　196,498人（R3.9）
・老年人口割合（65歳以上）　30.3％（R3.9）
・人口増減数　　　　　　　　－892（R2.1～R3.12）
・人口増減率　　　　　　　　－0.45（R2.1～R3.12）
・単位自治会町内会加入率　　78.1％　　(R3.4)
　　　　　　　　　　　　　　79.9％（R2.4）
　　　　　　　　　　　　　　80.8％（R1.4）

事業指標 年度

事業開始年度 　平成６年度

根拠法令・方針決裁等 　地方自治法、地方自治法施行令

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

自治会町内会
加入率

単位

％

78

実績 79.9 78.1

目標 80 79 78 78

自治会町内会長永年在職者表彰式・感
謝会

1,527 0

地域振興事業連絡費

細事業名称 ５年度

17 0

差引（増減） 増減説明

課長 係長 地域活動

細事業合計 2,694 2,694

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 野中　大介 山口　敦士

0

細事業
（事業内訳）

14

単位 目標

事業スケジュール ・平成６年度事業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

15

サロン連絡会
拠点数

単位

拠点

目標 8 8

事業スケジュール

・キャンパスタウン金沢サポート事業補助金（４月～３月）
・地域づくり金沢フォーラム（３月）
・地域力情報通信「ハーモニー」４月～１月（年３回～４回発行）、庁内研修の実施（４月～12月）
・金沢区空き家等を活用した地域の「茶の間」支援事業（４月～３月）
・金沢区つながりステーション運営事業（４月～３月）

課長 係長 地域力推進担当

細事業合計 4,725 4,727

本資料は、公正・適正に作成しました。 渡邊　孝之 青木　かの子 永山　学

▲ 2

細事業
（事業内訳）

キャンパスタウン金沢推進事業（大学
の活力を生かしたまちづくり）

1,027 458 交付実績増による増

地区推進連絡会支援事業

細事業名称 ５年度

2,600 ▲ 500 継続案件減による減

差引（増減） 増減説明

金沢区つながりステーション運営事業 700 700

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

キャンパスタウン
金沢事業参加者
（学生と地域）

単位

人

500

実績 － －

目標 － － 300 450 500 500

決
算

2,236 3,124 1,052

2,236 3,124 1,052

事業概要
　地域・大学・行政の協働によるまちづくりを推進するため、地域や大学等による区の魅力づくりや地域課題の解決に向けた自主的活
動を支援します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　関東学院大学及び横浜市立大学と締結した協定をもとに、大学の活力を生かしたまちづくりを進めるため、21年度から、区内両大学
学生の活動を支援するための補助金の交付や、福祉分野での連携などに取り組んできました。今後も、より広い分野での連携を充実さ
せ事業を推進していきます。
　また、各々の活動を繋げる場として地域が実施している地区推進連絡会（以下、「連絡会」という。）を充実させるなど、地域のプ
ラットフォームづくりに努める必要があります。コロナ禍で連絡会の規模縮小なども考えられる中、情報紙を充実させるなどして、地
域における情報共有や担い手の育成を促します。行政側としても、地域支援チームのメンバーとなる区役所・区社会福祉協議会・地域
ケアプラザの連携を促進し、チームメンバーの意欲的な参画を呼び掛け、地域への支援活動が円滑に進められるよう、地域情報を提供
するなどチームへのサポートを実施する必要があります。
　さらに、区民が主体となって、地域で行う空き家・空き店舗等を活用した、多世代交流、子育て支援及び高齢者の生活支援などの地
域を活性化する区民の自発的な活動を支援することにより、地域の身近な課題解決を図ります。これにより、「住みたい、住み続けた
いまちの実現」や「子育てしやすい環境づくり」に資することを目的とします。
　また、地域の課題解決を一層進めるため、地域による地域の居場所であるコミュニティサロン（地域交流拠点）の普及及び活性化を
進める必要があります。

根拠・データ等

・金沢区の高齢化率（65歳以上の高齢者の割合）【横浜市将来人口推計（令和元年９月）】
　＜実績推移＞元年30.2%、5年32.2%（見込み）
・金沢区の空家数【平成25年及び30年「住宅・土地統計調査）】
　＜実績推移＞平成25年7,990（総住宅戸数の割合8.5%),平成30 年9,320（総住宅戸数の割合9.75%)

事業指標 年度

事業開始年度 平成21年度

根拠法令・方針決裁等
横浜市市民協働条例、金沢区空き家等を活用した「茶の間」支援事業補助金要綱、金沢区と関東学院・横浜市立大学との連携推進に関
する協定書、キャンパスタウン金沢サポート事業補助金交付要綱、金沢区「コミュニティサロン連絡会」の運営に関する協働契約書

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

4,779 4,279 3,557 4,717 4,717 4,717

4,779 4,279 3,557 4,717 4,717 4,717

令和４年度 4,727 0 0 0 4,727
0 0 4,725

財　源　内　訳

「茶の間」補助金
支援団体の累積数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

13 14

実績 9 10

令和５年度 4,725 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 区民と大学の活力を生かした地域支援事業～キャンパスタウン金沢・空き家等を活用した茶の間支援事業～歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域コミュニティ費
事業評価書番号

0

実績 8 8

金沢区空き家等を活用した地域の「茶
の間」支援事業

2,100

440 400 40 配付先増による増

9 9 9 9

1,485

４年度

9

単位

件

1

△ 2 0 0 0 0 0 △ 2

県

目標 9 10 10 11 12

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

区民と大学の活力を生かした地域支援事業～キャンパス
タウン金沢・空き家等を活用した茶の間支援事業～



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

多文化共生推進事業

実績

1,102

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域コミュニティ費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 多文化共生推進事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,102 0 0 0 1,102
令和４年度 1,102 0 0 0 1,102

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,124 1,101 1,182 1,102 1,102 1,102

1,124 1,101 1,182 1,102 1,102 1,102

2,000 2,000

決
算

1,080 1,755 1,399

1,080 1,755 1,399

事業概要 外国につながる子どもの日本語学習支援等（金沢国際交流ラウンジ運営経費は区庁舎・区民利用施設経費として計上）

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①区内には、言語（日本語）によるコミュニケーションが困難なため、学習段階に入ることが難しい外国につながるこども達が生活し
ています。区内でこのようなこどもに対応できる小中学校が限られていることから、日本語等学習支援の機会を別途確保する必要があ
ります。
②本事業は、外国につながるこども達が、日本語でのコミュニケーションの向上により、日本での継続的かつ安定した生活を実現して
いくことを目的として、外国につながるこどものための日本語教室を実施するものです。

根拠・データ等
・子ども向け日本語教室（かもめ教室）学習者数
　R2年度…795人　R3年度…1,668人

事業指標 年度

事業開始年度 平成23年度

根拠法令・方針決裁等
横浜市国際交流ラウンジの設置及び運営に関する指針　横浜市国際交流ラウンジ取扱要綱
金沢国際交流ラウンジ事業要綱　金沢国際交流ラウンジの業務受託者の選定に関する要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

学習者数
単位

人

2,000

実績 795 1,668

目標 1,000 1,000 2,000 2,000

外国につながる子どもの日本語学習支
援

1,102 0

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 区民活動支援担当

細事業合計 1,102 1,102

本資料は、公正・適正に作成しました。 渡邊　孝之 白井　康智 中澤　杏太

0

細事業
（事業内訳）

16

単位 目標

事業スケジュール

【かもめ教室】
火・木・金・土曜日の週４回
【学校入り込み支援】
希望があれば随時



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

単位

1

173 0 0 0 0 0 173

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

金沢防災“えん”づくり事業～顔の見える防災の輪～

▲ 1,600

実績

地域・企業との連携強化 929

5,943 4,170 1,773
学校防災、地域防災拠点
運営強化による増

2,042

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 総務
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

自主企画事業費 防犯・防災・安全対策費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 金沢防災“えん”づくり事業～顔の見える防災の輪～歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 8,914 0 0 0 8,914
令和４年度 8,741 0 0 0 8,741

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

8,290 6,205 8,205 8,914 8,914 8,914

8,290 6,205 8,205 8,914 8,914 8,914

85.0 －

決
算

9,641 16,242 12,223

9,641 16,242 12,223

事業概要
金沢区の運営方針のうち「安心して暮らせるまちづくり」施策を推進するため、地域防災拠点の指導員育成や拠点間交流を促進し、各
拠点の体制強化を図ります。また、各種訓練や研修、広報等を通じて、区民が地域特性や災害リスクを理解し、自発的に防災減災活動
を推進していけるよう支援します。さらには区災害対策本部の強靭化を推進するとともに、関係機関との連携強化を図ります。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「１ 安心して暮らせるまちづくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

横浜市防災計画（本市の想定する被害を軽減するための減災目標）及び区運営方針に基づき、目標達成のために必要な対策を効果的か
つ効率的に実施していくため、次の事項を実施します。
　１　区本部体制の充実強化
　２　町の防災組織力及び地域の自助・共助意識の向上を目的とした出前講座や訓練等の実施及び補助
　３　災害時の円滑な開設・運営を目的とした地域防災拠点の人材育成と体制強化
　４　区内事業者、警察署、県及び建築局等の防災関係機関等との連携
　５　防災・減災意識啓発のための広報活動
　６　避難所における新型コロナウイルス等感染防止対策

根拠・データ等

・地震被害予測（金沢区防災計画　震災対策編2018）（想定：元禄型関東地震　震度6弱～7）
　死者：117人　建物被害（揺れ、液状化、火災）：13,222棟　避難者：44,565人
・警報等発表件数
　H30：12件　R1：11件（土砂災害警戒情報3件）　R2：15件　R3：11件（土砂災害警戒情報1件）　R4（8/22現在）：6件
・被害件数（崖崩れ等）
　H30：64件　R1：1,110件　R2：2件　R3：4件　R4（8/22現在）：0件

事業指標 年度

事業開始年度 平成17年度

根拠法令・方針決裁等 災害対策基本法、横浜市防災計画、金沢区防災計画、地震防災戦略、中期４か年計画

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

何らかの減災
活動に取り組
む人の割合

単位

％

－

実績 － 80.8

目標 － － － －

区災害対策本部の整備 2,042 0

自助・共助の推進

細事業名称 ５年度

929 0

事業終了による減

差引（増減） 増減説明

区庁舎及び避難所における危機対策 0 1,600

課長 係長 庶務

細事業合計 8,914 8,741

本資料は、公正・適正に作成しました。 姫浦　尊 永田　紳 丸山　隼人

173

細事業
（事業内訳）

17

単位 目標

事業スケジュール
平成25年度：区民防災マップ配布開始
令和４年度：地域防災拠点ブロック連絡会開始
令和４年度：学校防災授業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

18

単位 目標

事業スケジュール
平成23年度　事業開始
令和２年度　福祉避難所支援事業開始

課長 係長 高齢・障害

細事業合計 458 452

本資料は、公正・適正に作成しました。 冨岡　幸世 魚屋　博子 石川　恭子

6

細事業
（事業内訳）

名簿提供等避難支援事業 370 0

福祉避難所運営支援事業

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

要援護者支援
に取り組む自
治会町内会

単位

団体

160

実績 158 160

目標 163 159 160 160 160 160

決
算

399 825 468

399 825 468

事業概要 災害時に自力での避難が困難と思われる災害時要援護者について、自治会町内会等における共助による支援対策を推進します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「１ 安心して暮らせるまちづくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

【名簿提供等避難支援】
　横浜市では、災害時に地域の防災組織が要援護者を把握する方法として、①手上げ方式、②同意方式等のほか、横浜市震災対策条例
により、要援護者からの拒否の意思表示がない限り地域に行政が保有する要援護者の名簿を提供する③情報共有方式により実施してい
ます。地域において災害時に要援護者の避難支援が行われるよう、情報共有方式災害時要援護者名簿の提供推進するとともに、自治会
町内会が独自に作成する名簿の作成について支援が必要です。
　自治会町内会等、地域において共助による災害時要援護者の避難支援の取組が進み、災害時に共助が実践できていることを目標とし
ます。

【福祉避難所運営支援】
　災害時に福祉避難所が円滑に運営できるようにするため、意識の啓発・知識の習得が必要です。
　福祉避難所について理解し、行動できる施設職員が増えた結果、災害時に円滑な運営ができる状態となることを目標とします。

根拠・データ等

・金沢区内の災害時要援護者数（在宅・各年度４月１日時点）
　＜実績推移＞30年度8,837人（内訳：高齢5,206人、障害2,893人、高齢かつ障害738人）
　　　　　　　元年度9,076人（内訳：高齢5,401人、障害2,960人、高齢かつ障害715人）
　　　　　　　２年度9,277人（内訳：高齢5,554人、障害2,995人、高齢かつ障害728人）
　　　　　　　３年度9,501人（内訳：高齢5,697人、障害3,054人、高齢かつ障害750人）
　　　　　　　４年度9,908人（内訳：高齢5,992人、障害3,169人、高齢かつ障害747人）

事業指標 年度

事業開始年度 平成23年度

根拠法令・方針決裁等 災害対策基本法、横浜市震災対策条例、横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

453 587 590 458 458 458

453 587 590 458 458 458

令和４年度 452 0 0 0 452
0 0 458

財　源　内　訳

福祉避難所訓
練・講演会参
加者の理解度

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

100 100

実績 － －

令和５年度 458 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 災害時要援護者避難支援事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 高齢・障害支援
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 防犯・防災・安全対策費
事業評価書番号

実績

88 82 6
謝金区分の適正化による
増

370

４年度

単位

％

1

6 0 0 0 0 0 6

県

目標 － － － 80 100

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

災害時要援護者避難支援事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

単位

1

29 0 0 0 0 0 29

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

放置自転車対策事業

実績

1,214 1,185 29 人件費増よる増等

200

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 防犯・防災・安全対策費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 放置自転車対策事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,414 0 0 0 1,414
令和４年度 1,385 0 0 0 1,385

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

3,043 3,043 3,220 1,996 1,996 1,996

3,043 3,043 3,220 1,996 1,996 1,996

48 48

決
算

2,111 1,160 2,773

2,111 1,160 2,773

事業概要
  金沢区の放置自転車等の減少を図るため、区内の京浜急行電鉄５駅周辺に放置禁止区域を指定し、委託業者による啓発活動を行い、
駅周辺の放置自転車を削減することで街の美観の保持を図ります。
　また、各５駅に自転車等放置防止推進協議会を設置し、地域住民と協働で自転車等の適正な管理を推進します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「１ 安心して暮らせるまちづくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①放置自転車の増加は自転車盗の増加など治安の悪化や、歩道等に自転車等が放置される事で登下校時の児童、高齢者、障害者等の通
行を妨げ、重大な交通事故等が発生する恐れがあります。
②その為、金沢区では京浜急行電鉄５駅付近を自転車等放置防止禁止区域として設定し、その区域に委託業者による巡回を行い自転車
駐車場を利用していただくよう啓発活動を行い、放置自転車の削減を図っています。
　各駅に放置防止推進協議会を設置し、区、地域、金沢警察、小学校、スクールゾーン対策協議会などが協働で協議会の開催及び合同
パトロールを実施する事で放置自転車の問題を区民自身が地域の問題として捉えられるよう、区民の自発的活動を支援していきます。

根拠・データ等

放置自転車台数の推移（道路局調査）
駅名　　　　　R1年度　　R2年度　　R3年度
京急富岡　　　16台　　　15台　　　14台
能見台　　　　6台 　　　3台　　　 6台
金沢文庫　　　56台　　　21台　　　39台
金沢八景　　　16台　　　14台　　　5台
六浦　　　　　7台       2台　　　 3台
 計　　　　　 101台　　 55台　　　67台

事業指標 年度

事業開始年度 平成１７年度

根拠法令・方針決裁等 ①横浜市自転車等の放置防止に関する条例　②金沢区自転車等放置防止推進協議会地区活動補助金交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

放置自転車台
数

単位

台

48

実績 55 67

目標 93 50 50 48

自転車等放置防止推進協議会 200 0

自転車等放置防止啓発事業

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 地域活動

細事業合計 1,414 1,385

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 伊藤　秀孝 小田　彩乃

29

細事業
（事業内訳）

19

単位 目標

事業スケジュール 自転車等放置防止啓発（通年）



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

20

単位 目標

事業スケジュール

【駅頭キャンペーン】
（４年度）交通安全・防犯：４月、７月、９月、12月実施
【ランドセルカバー、防犯ブザー】
（４年度）３月配布予定
【路面標示設置、補修】
（４年度）：（５月から７月）要望取りまとめ、（８月から１月）設置、補修

課長 係長 地域活動

細事業合計 5,566 5,492

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 野中　大介 小田　彩乃

74

細事業
（事業内訳）

交通安全・防犯啓発活動支援事業 350 0

小学生安全対策事業

細事業名称 ５年度

905 0

差引（増減） 増減説明

交通安全対策事業 3,170 3,170

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

区内交通事故
発生数

単位

件

550

実績 524 563

目標 550 550 550 550 550 550

決
算

4,846 5,044 5,790

4,846 5,044 5,790

事業概要
金沢区民が安全に安心して暮らせる環境を整え、いつまでも住みたいと思える街づくりを推進するため、金沢警察署、金沢交通安全協
会、金沢防犯協会、地域や関係団体と協働して、交通安全・防犯の啓発活動を推進します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「１ 安心して暮らせるまちづくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①区内交通事故の発生状況は平成30年から減少傾向にあるものの、依然として痛ましい交通事故が多数発生しており、引き続き継続的
な交通事故防止の啓発活動が必要です。また、犯罪発生件数については、区内全体の犯罪件数は減少していますが、特殊詐欺をはじめ
として高齢者等を標的にした犯罪が依然として多く発生しています。
②児童を交通事故等から防ぐために、区内各小学校に設置した「スクールゾーン対策協議会」や地域の関係団体と協働して京急各駅で
の駅頭キャンペーンを実施するとともに、スクールゾーン路面標示や電柱巻標識（スクールゾーン）の設置を積極的に行い、児童の交
通安全対策を推進します。また、スクールゾーン対策協議会は学校・PTA・地域が連携して交通安全対策に取り組んでおり、その活動に
対し助成金を交付し支援します。犯罪発生件数を減少させるため、今後も継続的に駅頭キャンペーンの実施など、様々な防犯対策を今
後も行っていきます。

根拠・データ等

スクールゾーン対策協議会開催数
30年度：22校、元年度：22校、２年度：１校（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止する小学校が発生）、３年度：６校（新型
コロナウイルスの影響）、４年度：13校　５年度：22校
区内交通事故件数
平成30年：564件　令和元年：546件　令和２年：524件　令和３年：563件
区内刑法犯認知状況
平成30年：923件　令和元年：745件　令和２年：584件　令和３年：633件

事業指標 年度

事業開始年度 平成17年度

根拠法令・方針決裁等 スクールゾーン推進組織助成金交付要綱

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

4,985 5,165 4,303 5,566 5,566 5,566

4,985 5,165 4,303 5,566 5,566 5,566

令和４年度 5,492 0 0 0 5,492
0 0 5,566

財　源　内　訳

区内刑法犯認
知件数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

600 600

実績 584 633

令和５年度 5,566 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 セーフティタウンかなざわ推進事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 防犯・防災・安全対策費
事業評価書番号

0

実績

金沢区安全・安心まちづくり推進協議
会運営事業

905

1,141 1,067 74
ランドセルカバー単価増
による増

350

４年度

単位

件

1

74 0 0 0 0 0 74

県

目標 750 750 600 600 600

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

セーフティタウンかなざわ推進事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

1

△ 40 0 0 0 0 0 △ 40

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

スポーツ振興事業

実績

各種事務費 160

1,750 1,500 250 感染症対策実施による増

900

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 文化・ｽﾎﾟｰﾂ・学習振興費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 スポーツ振興事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 2,810 0 0 0 2,810
令和４年度 2,850 0 0 0 2,850

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

2,490 3,400 2,950 3,310 3,310 3,310

2,490 3,400 2,950 3,310 3,310 3,310

1,300 1,300

決
算

2,464 3,852 1,973

2,464 3,852 1,973

事業概要
多くの区民がスポーツに親しみ、スポーツを通した地域のつながりを強められるよう、区スポーツ協会の体制強化・ロードレース及び
小学生駅伝大会等の事業活動を支援します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４ 誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①事業の課題として、ロードレース及び小学生駅伝大会の参加者数減少の改善及び感染症対策の実施が挙げられます。
直近３大会の参加者数として、1,097人（令和元年度大会）・1,210人（平成30年度大会）・1,364人（平成29年度大会）と参加者数の減
少が見受けられます。これまでは参加対象として【金沢区在住・在学・在勤・在スポーツクラブの方】と定めていましたが、近隣区の
市民まで参加対象とすることで、参加者数の増加を図ります。
また、陸上競技連盟等のガイドラインを順守した感染症対策を実施することで、安全・安心に参加できる大会の実現を図ります。
②本市「令和３年度横浜市民スポーツ意識調査」によれば、昨年度の成人の週１日以上のスポーツ実施率は59.5%となっており、実施目
標として掲げている65%に届いていません。
また、スポーツ庁「令和３年度スポーツの実施状況等に関する世論調査」によると運動不足を「感じる」（「大いに感じる」＋「ある
程度感じる」）とする割合は77.9%となっており、全国的に運動不足を感じている方が多くなっています。
こうした背景から、本事業は区民がスポーツに関わる機会を提供することで、スポーツを通じた健康増進だけでなく、仲間との交流や
コミュニケーションを通じてより充実した日常生活に繋げることを目的として実施します。

根拠・データ等

・横浜市「令和３年度横浜市民スポーツ意識調査」　過去１年間のスポーツ実施頻度より
週１日以上のスポーツ実施率：59.5％、週３回以上のスポーツ実施率：33.7%（調査有効回収数2002件）
・スポーツ庁「令和３年度スポーツの実施状況等に関する世論調査」より
運動不足を「感じる」（「大いに感じる」＋「ある程度感じる」）とする割合：77.9%（調査有効回収数20,000件）
・ロードレース及び小学生駅伝大会参加者数実績
令和元年度大会：1,097人、平成30年度大会：1,210人、平成29年度大会1,364人

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 スポーツ基本法、金沢区スポーツ協会補助金交付要綱、金沢区ロードレース及び小学生駅伝大会補助金

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

ロードレース及び
小学生駅伝大会

参加者数

単位

人

1,300

実績 423（代替事業） 中止

目標 1,000 1,000 1,000 1,300

金沢区スポーツ協会補助金 900 0

ロードレース及び小学生駅伝大会

細事業名称 ５年度

450 ▲ 290 精査による減

差引（増減） 増減説明

課長 係長 区民活動支援担当

細事業合計 2,810 2,850

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 白井　康智 大橋　諒也

▲ 40

細事業
（事業内訳）

21

単位 目標

事業スケジュール

【区スポーツ協会各種大会】
年間を通して開催
【ロードレース及び小学生駅伝大会】
実行委員会（８、11、３月）、大会実施（２月）



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

人

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標 0 600 800 1,100 1,100

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

地域文化振興事業

実績 404 840

文化振興事業 1,067

2,117 2,117 0

800 800 800 800

720

４年度

800

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 文化・ｽﾎﾟｰﾂ・学習振興費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 地域文化振興事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

参加者
（称名寺薪

能）

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

1,100 1,100

実績 0 568

令和５年度 3,904 0 0 0 3,904
令和４年度 3,904 0 0 0 3,904

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

3,994 4,109 3,889 3,889 3,889 3,889

3,994 4,109 3,889 3,889 3,889 3,889

5,500 5,500

決
算

3,611 3,481 4,059

3,611 3,481 4,059

事業概要
区内の地域文化振興を図るため、「区民文化祭」、「称名寺薪能」に事業費を補助するとともに金沢区の特色を生かした文化を発信
し、郷土愛の醸成につなげます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

  文化芸術は、区民がゆとりと潤いを実感でき、心豊かな生活を実現していく上で不可欠なものです。日頃から区内で文化活動をして
いる個人・団体に発表の場、交流の場を提供することで生き生きと活動することができ、金沢区の魅力的なまちの発展につながりま
す。
　また、金沢区の貴重な歴史的遺産の活用や、その特徴を生かした歴史と文化あふれる文化振興事業が望まれています。その中で称名
寺薪能は称名寺を舞台として毎年開催しており、他区からも多くの方が来場する催しであり、金沢区の魅力を区外へも発信する機会と
なっています。

根拠・データ等

・区民文化祭実施事業数
　＜実績推移＞元年度12事業、２年度４事業、３年度９事業、４年度10事業（見込）
・称名寺薪能参加者数
　＜実績推移＞元年度1269人、２年度中止、３年度568人、４年度772人
・出張能講座参加者数
　＜実績推移＞元年度281人、２年度173人（特別講座）、３年度366人、４年度350人（見込）
・音楽振興事業参加者数
　＜実績推移＞２年度231人、３年度474人、４年度500人（見込）

事業指標 年度

事業開始年度 平成10年度

根拠法令・方針決裁等 ・金沢区民文化祭補助金交付要綱　・称名寺薪能事業補助金交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

参加者
（区民文化

祭）

単位

団体

5,500

実績 612 2,922

目標 500 3,000 5,500 5,500

金沢区民文化祭 720 0

称名寺薪能

細事業名称 ５年度

1,067 0

差引（増減） 増減説明

課長 係長 区民活動支援

細事業合計 3,904 3,904

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 奈良　紀之 中田　有紀

0

細事業
（事業内訳）

22

参加者
（文化振興）

単位

人

目標 300 800

事業スケジュール
・金沢区民文化祭開始（平成10年度）
・称名寺薪能開始（平成10年度）
・文化振興事業＜出張能講座開始（平成22年度）、音楽振興事業開始（令和2年度）＞



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

係

23

街の先生登録数
単位

人

目標 180 190

事業スケジュール

・平成６年度：まちの教育力支援「土曜塾」事業開始
・平成15年度：「生涯学習交流会（フォーラムKANAZAWA）」の事業開始
・平成18年度：市民活動サポート補助金事業開始
・平成19年度：金沢区民活動センター設立
・平成24年度：金沢区「街の先生」、登録団体 登録制度開始

課長 係長 区民活動支援

細事業合計 2,719 3,171

本資料は、公正・適正に作成しました。 渡邊　孝之 白井　康智 中島　美佳

▲ 452

細事業
（事業内訳）

市民活動サポート事業 384 0

区民活動交流促進事業

細事業名称 ５年度

区民活動事務費

150 0

1,658 2,110 ▲ 452
印刷機のリース契約終了
による減等

差引（増減） 増減説明

活動のきっかけづくり、地域人材育成
事業

160 160

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

区民活動交流促
進事業参加者数

単位

人

1000

実績 10 100

目標 15 100 250 1000 1000 1000

決
算

2,658 2,578 2,480
2,658 2,578 2,480

事業概要
金沢区民活動センター“ゆめかもん”を核として、区民のニーズに応じた様々な生涯学習・市民活動への支援を通じて、区民の自発的
な活動を応援し、地域が育つ土壌づくりを行います。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４ 誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区は、海と山の二つの自然を併せ持ち、また、歴史的、文化的遺産にも恵まれており、区内では、多くの団体や個人が、この恵
まれた環境で地域に根ざした生涯学習・市民活動を行っています。本事業はこのポテンシャルを生かし、地域を活性化する活動の支援
を行うことを目的としています。
　また、区民の高齢化に伴い、地域活性化の担い手も高齢化が進んでいます。そのため、市民活動や生涯学習を始めるきっかけづくり
や、既に地域で活動している個人や団体のスキルアップ、次世代の活動者の発掘・育成が急務となっています。

根拠・データ等

・ミニ体験講座（登録団体・「街の先生」へ活動の場を提供、区民の市民活動・生涯学習を始めるきっかけづくり）
　＜受講者数＞令和元年度 397人、令和２年度 中止（感染症拡大防止のため）、令和３年度　100人
・「フォーラムKANAZAWA」 （登録団体・「街の先生」の相互交流、区民の市民活動・生涯学習を始めるきっかけづくり）
　＜来場者実績＞令和元年度 約700人、令和２・３・４年度　中止（感染症拡大防止のため）
・地域デビュー講座（区民の市民活動・生涯学習を始めるきっかけづくり、人材発掘）
　＜参加者数＞令和元年度・令和２年度 中止（感染症拡大防止のため）、令和３年度　20人
・ステップアップ講座（登録団体・「街の先生」の市民活動のスキルアップ）
　＜参加者数＞令和元年度 30人、令和２年度 10人、令和３年度　中止（感染拡大防止のため）

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等
金沢区市民活動・生涯学習センター事業実施要綱、金沢区市民活動サポート補助金交付要綱、金沢区生涯学習交流会事業補助金交付要
綱、金沢区土曜塾事業補助金交付要綱

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

3,336 3,389 3,389 2,769 2,769 2,769
3,336 3,389 3,389 2,769 2,769 2,769

令和４年度 3,171 0 0 0 3,171
0 0 2,719

財　源　内　訳

団体登録数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

180 180

実績 179 192

令和５年度 2,719 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 区民活動支援事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 文化・ｽﾎﾟｰﾂ・学習振興費
事業評価書番号

0

実績 184 120

まちの教育力支援（土曜塾） 150

367 367 0

190 190 190 190

384

４年度

190

単位

団体

1

△ 452 0 0 0 0 0 △ 452

県

目標 180 180 180 180 180

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

区民活動支援事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

1

△ 555 0 0 0 0 0 △ 555

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

地域子育てネットワーク事業

実績

障害児支援ネットワーク事業 260

5,669 5,682 ▲ 13

820

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 こども家庭支援
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費
子育て・子ども・青少年育
成費

事業評価書番号 該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 地域子育てネットワーク事業、子育て応援事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 6,749 0 0 0 6,749
令和４年度 7,304 0 0 0 7,304

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

8,413 8,395 6,840 7,495 6,797 7,495
8,413 8,395 6,840 7,495 6,797 7,495

25.0 25.0

決
算

8,635 7,201 6,677
8,635 7,201 6,677

事業概要
子育てに関わる地域・地域子育て支援拠点・関係機関・ボランティア・行政がつながり連携して、子育ての課題を共有し、子育て
しやすい地域づくりを進めていきます。また、障害児に関わる関係機関が連携して地域の課題解決に向けて取り組みます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「３　すくすく育て！かなざわっこ　～子どもが健やかに育つまちづくり～

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

出生数が減少し、少子化が進んでいる中、核家族化、ひとり親家庭の増加等により、家族の規模が縮小しています。また、地域で
過ごしたり、積極的に近所づきあいをしたりする人が少なくなっています。
　子育ての現状や子育て支援の必要性を地域の住民に対して理解できるように働きかけ、関心を持ってもらい、具体的な取組につ
なげていく必要があります。また、養育者の子育て情報の収集方法はSNS（LINE、Facebook、Instagram等）の利用が多くなってお
り、情報発信の方法の拡充が必要です。
　そのため、地域の子育て支援関係者で構成された「健やか子育て連絡会」において「金沢区子育て支援の協働の指針（以下：指
針）」を策定しています。指針に沿ってそれぞれの役割を確認しながら連携を深め、子育ての課題を共有し子育てしやすい環境づ
くりを進めています。地域子育て支援拠点に「金沢区子育て応援リーダー」を１名配置し、親子が足を運びやすく、安心して過ご
すことできる場づくりをさらに進めます。また、金沢区の子育て情報を地域子育て支援拠点が集約しSNS等で発信することで、養育
者が必要な情報を入手しやすくします。
　軽度の知的障害児や発達障害児については、増加が顕著になっています。発達障害児も含め障害のある子どもが暮らす地域にお
いて、その一員として育つことができるように、関係機関で連携を深め、切れ目のないように支援します。

根拠・データ等

・金沢区内出生数(人口動態統計資料）
　＜実績推移＞R元年度1,103人、R２年度1,015人、R３年度983人
・R元年度金沢区子育て実態調査
　就労している母の割合→46.2％、孤独感を感じる母→29％、育児情報の収集方法→SNS　母43.3％　父33.8％
　世帯構成→核家族92.5％　近所付き合い（母）→家を訪れる・困ったとき助け合う22.6％　親しい人はいない10.2％
・児童福祉法障害通所受給者証　申請数
　＜実績推移＞R元年度387件、R２年度545件、R３年度566件
・南部地域療育センター申込数
　＜実績推移＞R２年度256人、R３年度303人

事業指標 年度

事業開始年度 平成24年度

根拠法令・方針決裁等 横浜市子ども・子育て支援事業計画、母子保健法、児童虐待の防止等に関する法律、発達障害者支援法ほか

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

孤立している
と感じる母の

割合
※実態調査

単位

％

25.0

実績 29.0

目標 25.0 25.0 25.0 25.0

健やか子育て連絡会 1,497 ▲ 677
キラキラMAP隔年発行に
よる減

地域のつながり強化事業

細事業名称 ５年度

125 135
子育て応援まっぷ隔年発
行による増

差引（増減） 増減説明

課長 係長 こども家庭

細事業合計 6,749 7,304

本資料は、公正・適正に作成しました。 藤浪　博子 吉田　裕光 石川　黎

▲ 555

細事業
（事業内訳）

24

単位 目標

事業スケジュール

①健やか子育て連絡会
平成17年度　健やか子育て連絡会発足　平成18年度「第１期金沢区子育て支援の協働の指針」策定
平成24年度　金沢区子育て情報キラキラMAP発行、いきいきフェスタ参加
令和元年度　金沢区子育て実態調査実施　令和3年度「第４期金沢区子育て支援の協働の指針」策定
②地域のつながり強化事業
令和元年度　金沢区子育て応援リーダー配置
③障害児支援ネットワーク事業
平成28年度　金沢区障害者地域自立支援協議会児童部会開催
令和３年度　通所事業所連絡会発足



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

係

単位

1

317 0 0 0 0 0 317

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

子育て応援事業

100

実績

地域育児教室 785

144 144 0

524

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 こども家庭支援
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

自主企画事業費
子育て・子ども・青少年育
成費

事業評価書番号 該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 子育て応援事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 3,691 0 0 0 3,691
令和４年度 3,374 0 0 0 3,374

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,767 3,318 2,593 3,612 3,712 3,612
1,767 3,318 2,593 3,612 3,712 3,612

25.0 25.0

決
算

1,350 3,109 1,889
1,350 3,109 1,889

事業概要 養育者が安心して子育てができ、子どもの健やかな育ちを支援する事業を実施します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「３　すくすく育て！かなざわっこ　～子どもが健やかに育つまち

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

 子どもが生まれるまでに赤ちゃんと接したことのない父親は36.6％、母親は26.7％となっています。子育てについて不安
を感じたり、自信を持てなくなった人は「妊娠中」56.5％、「出産後半年くらい」74.6％と高くなっています。
　乳幼児を育てる養育者は、地域での希薄な人間関係の中で、幼稚園や小学校などの組織に所属することが少ないため、孤
立しやすい環境にあります。
　妊娠中から様々な人との交流や、体験ができる機会や場の充実を図り、様々な子育ての悩み（ミルクや母乳、子どもへの
関わり方、成長に関する知識）を解決できるよう支援します。
　新たに、地域子育て支援拠点と協働による「ちはっさく講座（金沢区版）」を実施し、子どもへの関わり方を学べるよう
支援します。初年度は、地域の子育て支援関係者向けに実施し、今後区民向けに展開します。
　さらに、地域子育て支援拠点において、日曜日に父親向けひろばを開催し、父子交流を促すと共に、母親のリフレッシュ
による育児のゆとりへ繋ぎます。

根拠・データ等

・金沢区内第１子出生数/出生数(横浜市統計書　人口動態調査結果）
　H30年 530人/1,154人　R元年 499人/1,103人　R２年 471人/1,052人
・母子健康手帳交付数
　H30年度1,237件　R元年度1,186件　R２年度1,035件　R３年度1,071件
・妊婦の有職率(母子健康手帳交付者の内）：R２年度70.1％
・１歳６か月児健診の事後要支援者の率
　H30年度26.9％　R元年度28.9％ R２年度28.8％
・R元年度金沢区子育て実態調査　就労している母の割合46.2％

事業指標 年度

事業開始年度 平成９年度

根拠法令・方針決裁等 母子保健法、地域保健法、児童虐待防止等に関する法律、横浜市子ども・子育て支援事業計画、金沢区一時託児推進事業実施要領

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

孤立している
と感じる母の

割合
※実態調査

単位

％

25.0

実績 29.0

目標 25.0 25.0 25.0 25.0

プレパパ・プレママ教室 524 0

母乳育児相談

発達障害児サポート事業 148 148

細事業名称 ５年度

個別カウンセリング

785 0

488 488 0

養成講座実施（隔年）に
よる増

差引（増減） 増減説明

一時託児推進事業 170 70

新規講座実施による増

課長 係長 こども家庭

細事業合計 3,691 3,374

本資料は、公正・適正に作成しました。 藤浪　博子 浅野　道代 石川　黎

317

細事業
（事業内訳）

ＤＶ専門相談 977 990 実績による減

25

単位 目標

0

子育て家庭支援事業 215 0 215

▲ 13

事業スケジュール

平成９年度 母乳育児相談開始
平成17年度 地域育児教室開始
平成27年度 一時託児推進事業開始
令和元年度 子育て応援リーダーの配置
令和３年度 子育て応援講座の開始

新規事業による増

子育て応援講座 240 225 15



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

26

単位 目標

事業スケジュール

平成17年度　保育所による子育て支援事業開始
平成20年度　体験給食開始（親子）　平成25年度　体験給食開始（保育士）　平成27年度　体験給食開始（地域）
平成24年度　出前型親子の居場所事業　アピタ金沢文庫店で開始
平成27年度　あかちゃんの駅開始
平成28年度　商業施設等での出張保育イベント開始
平成29年度　絵本貸出
令和３年度　コロナ禍でアピタ金沢文庫店の使用ができず、地域のサロン等で開始

課長 係長 こども家庭

細事業合計 1,968 2,141

本資料は、公正・適正に作成しました。 芹澤　功悦 俵　恵利子 中村　護

▲ 173

細事業
（事業内訳）

保育所子育て支援事業 771 ▲ 288 区配予算対応による減

保育所による出張保育イベント

細事業名称 ５年度

1,040 78 実施回数増による増

差引（増減） 増減説明

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

孤立していると
感じる母の割合

※実態調査

単位

％

25.0

実績 29.0

目標 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0

決
算

1,478 1,266 1,342
1,478 1,266 1,342

事業概要
育児不安や不適切養育を予防するため、保育所及び地域子育て支援拠点の物的・人的資源を活用し、身近に養育者が集える居場所を提供し
て、子育てしやすい環境づくりを進めます。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「３　すくすく育て！かなざわっこ　～子どもが健やかに育つまちづくり～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

〇少子化、核家族化、地域の繋がりの希薄化が進み、養育者が地域の中で孤立しやすい状況にあります。子育てをしていく中で様々な悩み
や強い育児不安を抱えていても誰にも相談できず、不適切養育につながってしまう可能性があります。孤立することなく地域の中で安心し
て子育てできるよう、専門的知識を有する保育士や地域子育て支援拠点「とことこ」のスタッフやが相談に乗り、必要な情報を提供するこ
とで子育て世帯の不安を解消し、負担の軽減を図ります。
〇保育所施設を利用して親子の居場所づくりに取り組みます。
〇商業施設や隣接公園で保育イベントを実施し、地域の親子が集える機会を提供するとともに、保育所における子育て支援の取組をＰＲ
し、保育所へ遊びに来てもらうきっかけとします。
〇地域子育て支援拠点が地域のサロンや町内会館等へ出張し、身近な場所での親子の居場所づくりに取り組みます。また、公園ボランティ
アと協力し、外遊びを促し、地域での繋がりづくりに取り組みます。

根拠・データ等

　R元年度子育て実態調査
　就労している母の割合が増加。46.2％が就労あり。
　「40歳台の母」Ｈ22年度6.7％→13.4％へ倍増
　「こどもとどう遊んでいいかわからない」母28.6％、父19.9％
　「こどもが生まれるまでに赤ちゃんと接したことがない」母26.7％、父36.6％
　「孤独感を感じる母」Ｈ22年度22.3％→29.0％へ増加
　核家族92.5％　近所付き合い（母）：家を訪れる・困ったとき助け合う22.6％　親しい人はいない10.2％
　遊びに連れて出かける場所　①ショッピングモール81％　②公園75％　③家の近く50.5％

事業指標 年度

事業開始年度 平成17年度

根拠法令・方針決裁等
かがやけ横浜こども青少年プラン、金沢区子育て支援の協働の指針、地域子育て支援拠点事業実施施設整備補助金交付要綱
金沢区体験給食実施要綱、金沢区市立保育所絵本貸出事業実施要綱、横浜市認定こども園及び保育所地域子育て支援事業実施要綱

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,569 1,548 1,548 1,968 1,968 1,968
1,569 1,548 1,548 1,905 1,905 1,905

令和４年度 2,141 0 0 63 2,078
0 63 1,905

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,968 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 親子の居場所事業、保育所による子育て支援事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 こども家庭支援
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費
子育て・子ども・青少年育
成費

事業評価書番号

実績

地域deとことこ＆お外で遊ぼう 1,118

367 330 37 実績による増

483

４年度

単位

1

△ 173 0 0 0 0 0 △ 173

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

親子の居場所事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

27

地域福祉保健
計画の認知度

単位

％

目標 － －

事業スケジュール

【地域福祉保健推進関連】
・平成19年度：事業開始　・令和３年度：第４期計画策定　・令和４年度：第４期計画推進

【災害医療】
・平成17年度：事業開始　・平成24年度：第１回金沢区災害医療連絡会議開催
・令和元年度：医療救護隊参集方法の見直し、緊急時情報システムの導入

課長 係長 事業企画

細事業合計 2,875 2,905

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 村山　伸昭 中島　顕一　

▲ 30

細事業
（事業内訳）

地域福祉保健推進事業 1,797 70 実績による増

災害医療体制整備事業

細事業名称 ５年度

100 ▲ 100
R3～4年度生活困窮者の身近な相談者等
に周知できたため

差引（増減） 増減説明

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

福祉保健のつ
どい参加者数

単位

人

300

実績 －
50（ミニつどい

のみ開催）

目標 － 300 300 300 300 300

決
算

1,106 2,017 4,425

1,106 2,017 4,425

事業概要

１　地域福祉保健推進関連
　　誰もが安心して健やかに住み続けられる支えあいのまちづくりを目指し、第４期金沢区地域福祉保健計画（３年度～７年
　度）を推進します。また、住民・事業者・行政が協働で地域の福祉保健に関する課題解決に取り組むことで支えあいのまちづ
　くりの実現を目指します。

２　災害医療
　　身近な地域で確実に医療を提供できる体制の充実により、安心して住み続けられるまちづくりを目指し、医療関係団体や行
　政機関との連携の強化を図ります。また、発災時の医療救護活動が迅速かつ安定的に実施される体制を確立するとともに、隊
　員のスキルアップを図ります。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

１　地域福祉保健推進関連
　①少子・高齢化の進展や、近隣の人間関係の希薄化などの社会状況の変化により地域で暮らす人々の課題は多様・複雑化して
　きており、公的サービスだけでは対応が難しい様々な課題に対し、住民相互の支えあいの重要性が増しています。その一方
　で、地域活動に携わる担い手不足も課題となってきており、人材の育成や確保、負担軽減等に向けた仕組みづくりが必要で
　す。
　②地域福祉保健計画の区民への認知度を向上させて、地域での取組が活発化することにより「誰もが安心して健やかに住み続
　けられる支えあいのまちづくり」を実現します。

２　災害医療
　①災害時に区民へ適切に医療を提供することは、区民の安全・安心を確保することにつながります。そのためには、医療関係
　団体や行政等の関係者が平時から連絡関係を構築するとともに、医療救護隊が確実に機能するよう準備を進めることが必要で
　す。また、災害医療体制の中核機能を担う医療調整班の機能強化も必要です。併せて、医療救護隊等の活動に際しコロナウイ
　ルス等の感染症対策の強化が必要です。
　②平時より訓練を積み重ねることで、発災時にもスムーズに災害医療体制を整えます。

根拠・データ等 第４期横浜市地域福祉保健計画、金沢区防災計画

事業指標 年度

事業開始年度 平成19年度

根拠法令・方針決裁等 １　社会福祉法107条、金沢区地域福祉保健推進会議運営要綱　２　金沢区防災計画

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,308 5,464 4,289 3,275 5,464 3,275

1,308 5,464 4,289 3,275 5,464 3,275

令和４年度 2,905 0 0 0 2,905
0 0 2,875

財　源　内　訳

災害医療体制
訓練開催数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

10 10

実績 6 8

令和５年度 2,875 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 金沢区地域福祉保健推進事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号

実績 － －

生活困窮者自立支援制度の周知 0

1,008 1,008 0

－ 20 22 24

1,867

４年度

26

単位

回

1

△ 30 0 0 0 0 0 △ 30

県

目標 7 10 10 10 10

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

金沢区地域福祉保健推進事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

年

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標 - - 83.60 83.67 83.75

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

健康づくり月間事業

実績 690 1,810

5,000 5,000 5,000 5,000

1,080

４年度

5,000

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 健康づくり月間事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

平均自立期間
女性

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

83.82 83.90

実績 83.45 -

令和５年度 1,080 0 0 0 1,080
令和４年度 1,080 0 0 0 1,080

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,025 1,120 1,080 1,080 1,080 1,080

1,025 1,120 1,080 1,080 1,080 1,080

81.06 81.20

決
算

1,196 229 328

1,196 229 328

事業概要 生涯にわたる健康づくり支援のため、健康づくり月間事業を展開します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の平均自立期間は男性80.02年、女性83.34年となっており、５年間で延伸しています。一方、金沢区の高齢化率は市内で２番
目に高く、今後さらなる高齢化の進行に伴い、生活習慣病に罹患する区民が増加することが懸念されます。そのため、高齢者だけでは
なく、働き・子育て世代に対しても早い段階から生活習慣改善や生活習慣病の重症化予防が必要になります。
　さまざまな世代の区民が多く集まる金沢まつり「いきいきフェスタ」の場を活用し、区の現状に沿った情報や健康課題に対する啓
発、検診等の啓発を行うことで、区民が健康づくりに関心を持ち、自ら取り組み、平均自立期間の延伸を図ることを目的としていま
す。

※平均自立期間…健康寿命の補完的指標。健康寿命は区別の算出ができないため、区のデータとしては平均自立期間を用いる。

根拠・データ等

・平均自立期間：H28年…男性80.02年、女性83.34年　H23年…男性79.21年、女性…82.78年
　　　　　　　  H23年とH28年の差（伸び）…男性0.81年、女性0.56年
・金沢区民の意識調査について【横浜市市民意識調査（令和３年度）】
・金沢区民の心配ごとや困っていることの中で、「自分の病気や健康、老後のこと」が62.2％と、多くなっている。
・金沢区民の、市政への要望としては、「病院や救急医療など地域医療」が35.4％となっている。
上記の根拠から、金沢区内の各会場にて、医療講演会、健康づくりに関する各種啓発活動について、実施する意義があります。また、
病気の早期発見に結び付けるための、健康診断、がん健診等の啓発活動にも力を入れます。

事業指標 年度

事業開始年度 平成16年度

根拠法令・方針決裁等 健康増進法、第２期健康横浜２１、金沢区健康づくり月間事業補助金交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

平均自立期間
男性

単位

年

81.34

実績 80.79 -

目標 - - 80.77 80.92

健康づくり月間事業 1,080 0

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 健康づくり

細事業合計 1,080 1,080

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 日吉　紀之 高山　透菜

0

細事業
（事業内訳）

28

参加人数
単位

人

目標 500 500

事業スケジュール
・平成16年度：事業開始
・平成17年度以降：事業継続中



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

回

1

△ 55 0 0 0 0 0 △ 55

県

目標 2 1 2 2 2

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

感染症対策・医療機関連携事業

実績

医療機関連絡会 120

469 524 ▲ 55
啓発品購入見直しによる
減

80

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 感染症対策・医療機関連携事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

医療機関
連絡会

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

2 2

実績 1 1

令和５年度 669 0 0 0 669
令和４年度 724 0 0 0 724

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

345 345 600 669 669 669

345 345 600 669 669 669

80 80

決
算

308 518 238

308 518 238

事業概要 感染症の予防とまん延防止のため、区内医療機関等と連携して、感染症対策事業を展開します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　新型コロナウイルス感染症やその他の感染症の感染拡大防止のためには、区福祉保健センター（保健所）と医療機関が連携した対策
を行う必要があります。
　金沢区は7つの病院があり、市内でも病院数の多い区です。病床のある医療機関では、院外等から持ち込まれる感染症の院内感染防止
等の対策が重要です。
　福祉施設等では、新型コロナウイルス感染症や感染性胃腸炎等の集団感染防止等の対策が必要です。
　区福祉保健センター（保健所）と医療機関の連携の強化や、福祉施設等での集団感染の予防等により、区内での感染症の流行を予防
するとともに、発生時には適切に対応することで感染拡大を防止します。

根拠・データ等

〇新型コロナウイルス感染症に関するデータ
　　患者数：22,008人【令和元年度末～令和４年８月17日時点】
〇金沢区の結核に関するデータ【令和３年】※（）内は令和２年
　　罹患率：5.1（7.6）　登録者数：51人（58人）
〇感染症（３類～５類）発生届出数【令和３年度】※（）内は令和２年度
　　41件（55件）
〇集団感染発生報告数【令和３年度】※（）内は令和２年度
　　３件（１件）
〇区内７病院との医療機関連絡会及び事務局会議をオンラインで実施開催（令和３年度）

事業指標 年度

事業開始年度 平成16年度

根拠法令・方針決裁等 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律、金沢区結核等感染症に関する医療機関等連絡会設置要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

感染症対策指導者
養成研修

参加者理解度

単位

％

80

実績 100 －（中止）

目標 80 80 80 80

感染症対策指導者養成研修 80 0

感染防護品等更新・感染症予防啓発

細事業名称 ５年度

120 0

差引（増減） 増減説明

課長 係長 健康づくり

細事業合計 669 724

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 鹿瀬島　岳彦 大井　紗希帆

▲ 55

細事業
（事業内訳）

29

単位 目標

事業スケジュール 平成16年度：事業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

％

1

△ 83 0 0 0 0 0 △ 83

県

目標 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

乳幼児期からの健康づくり事業

実績

食育普及事業 441

610 610 0

345

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 乳幼児期からの健康づくり事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

1歳６か月児の
むし歯罹患率

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

0.8 0.8

実績 0.61 0.5

令和５年度 1,396 0 0 0 1,396
令和４年度 1,479 0 0 0 1,479

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,582 1,602 1,616 1,500 1,500 1,500

1,582 1,602 1,616 1,500 1,500 1,500

80 80

決
算

1,408 1,128 826

1,408 1,128 826

事業概要
乳幼児期からの正しい生活習慣の定着により、将来の生活習慣病の予防を図るとともに、子育て世代の生活習慣の改善を推進し、家族
ぐるみでの健康づくりを目指します。また、子育ての課題を共有し、不安の解消を行い、子育てをしやすい地域づくりを進めていきま
す。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「３　すくすく育て！かなざわっこ　～子どもが健やかに育つまちづくり～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の平均自立期間は男性80.02年、女性83.34年となっており、５年間で延伸しています。一方、金沢区の高齢化率は市内で２番
目に高く、今後さらなる高齢化の進行に伴い、生活習慣病に罹患する区民が増加することが懸念されます。そのため、育ち・学びの世
代からの正しい生活習慣の確立や、働き・子育て世代の生活習慣の改善や生活習慣病の重症化予防が必要になります。

　「ごっくん離乳食教室」は離乳食開始時期の保護者の不安軽減、子どもの正しい食習慣の確立、家庭の食生活の振り返りを目的とし
ます。
　「歯ぴか教室」は、乳歯萌出期や永久歯への交換期に歯について学ぶ機会を設けることで生涯にわたる口腔内衛生の維持、保護者の
口腔内の健康の見直しと歯周病予防を目的とします。
　「食育普及事業」は食育月間イベントによる食育や口腔ケア歯周病予防の啓発、4か月健診で3歳健診での啓発による、こどもと保護
者の食習慣の振り返りや食育の推進を目的とします。

※平均自立期間…健康寿命の補完的指標。健康寿命は区別の算出ができないため、区のデータとしては平均自立期間を用いる。

根拠・データ等

・乳幼児歯科相談の相談内容は、「歯みがき」に関する内容が74.2％と一番多い（令和3年度金沢区）
・乳幼児歯科健診のむし歯罹患率は、1歳半から3歳にかけて16.5倍に急増している（令和２年度金沢区）
・離乳食教室の内容で参考になったこと　1位「作り方」2位「形態」3位「食べさせ方」（令和3年度ごっくん離乳食教室事後アンケー
ト）

事業指標 年度

事業開始年度 平成21年度

根拠法令・方針決裁等 健康増進法、食育基本法、第2期健康横浜21、横浜市食育推進計画、横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

作り方の参考に
なった割合（事業

アンケート）

単位

％

80

実績 - 86

目標 - 80 80 80

ごっくん離乳食教室 345 0

歯ぴか教室（0～1歳児向け、4～6歳児
向け）

細事業名称 ５年度

524 ▲ 83 啓発回数減による減

差引（増減） 増減説明

課長 係長 健康づくり

細事業合計 1,396 1,479

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 鹿瀬島　岳彦 高山　透菜

▲ 83

細事業
（事業内訳）

30

単位 目標

事業スケジュール

平成21年度 事業開始
平成28年度　「就学前の歯ぴか教室」開始
平成31年度　「はじめての歯ぴか教室」、「1歳児歯ぴか教室」を「すくすく歯ぴか教室」へ統合
令和4年度　「ぱくぱく幼児食教室」廃止



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

31

権利擁護研修
受講者満足度

単位

％

目標 － －

事業スケジュール

・令和２年度：金沢区元気づくりマイスター養成講座
・令和３年度：金沢区元気づくりマイスター養成講座、金沢区元気づくりマイスターフォローアップ講座、脳トレウォーキング講座、
　　　　　　　介護予防リーフレット作成、権利擁護に関する普及啓発実施
・令和４年度：金沢区元気づくりマイスターフォローアップ講座、介護予防DVD作成、介護者相談開始（新規）、支援者向け権利擁護講座開催
・令和５年度：金沢区元気づくりマイスター養成講座、フォローアップ講座、介護予防DVD普及、介護者相談（継続）、
　　　　　　　支援者向け権利養護講座開催

課長 係長 高齢者支援担当

細事業合計 909 813

本資料は、公正・適正に作成しました。 冨岡　幸世 雙田　絵美 遠藤　美紀

96

細事業
（事業内訳）

金沢区元気づくりマイスター養成講座 66 66 養成講座実施による増

認知症・介護予防普及啓発事業

細事業名称 ５年度

318 0

差引（増減） 増減説明

権利擁護普及啓発事業 196 196

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

マイスターの地
域活動回数

単位

回

130

実績 － －

目標 － － － 102 102 130

決
算

436 701 899

436 701 899

事業概要
高齢者が心身の状態が変化したとしても、地域の助け合いや専門職によるケアにより、自らの意思で自分らしく生きることができるよ
う、介護予防の人材育成、介護者相談、権利擁護の普及啓発などの取組を進めることで、一人ひとりの「生活の質（QOL）の向上」を目
指します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

・金沢区の高齢化率は、令和４年３月末時点で約30.5％です。65歳以上の高齢者のうち要介護認定者は18.2％で、平成29年から令和２
年にかけて0.8％増加しており、今後も増加していくことが見込まれ、健康寿命の延伸が求められています。身近な地域で住民自身が、
生きがいや役割を持って、主体的に介護予防や健康づくりに取り組むことが重要であり、地域で介護予防を推進する人材の育成が必要
です。

・横浜市の認知症高齢者数は、平成27年は約13.9万人で、65歳以上の高齢者に占める割合は16.0％でした。令和７年には約19.9万人と
なる見込みです。高齢者に占める割合は20.5％まで増加し、高齢者の５人に１人が認知症高齢者となることが予想されています。認知
症の人やその家族が地域の中で自分らしく暮らし続けられるよう、本人や家族への支援が必要です。
　認知症の人の視点を踏まえながら、家族や地域、本人に関わる全ての人が認知症の人の思いを理解し、安全や権利が守られるよう取
組を推進する必要があります。

・各取組を通して、高齢者一人ひとりの「生活の質（QOL）」を向上させるとともに、高齢者が自らの意思で自分らしく生きることがで
きる地域づくりを目的としています。

根拠・データ等

・区内65歳以上の高齢者数【住民基本台帳（令和４年３月末）】
　＜実績推移＞元年度57,387人、２年度59,387人、３年度59,654人
・要介護者数【地区概況シート（令和４年３月末）】
　＜実績推移＞元年度10,281人、２年度10,327人、３年度10,879人
・認知症高齢者数【介護保険認定調査（令和４年３月末）】
　＜実績推移＞元年度5,271人、２年度5,272人、３年度5,391人

事業指標 年度

事業開始年度 平成17年度

根拠法令・方針決裁等 高齢者の医療の確保に関する法律、介護保険法、老人福祉法、よこはま地域包括ケア計画

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

714 705 880 816 816 816

714 705 880 816 816 816

令和４年度 813 0 0 0 813
0 0 909

財　源　内　訳

講座・啓発
参加者
満足度

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

85 85

実績 － －

令和５年度 909 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 ポジティブ・エイジング応援事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 高齢・障害支援
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号

0

実績 － －

介護者相談 318

263 233 30 啓発物作成に伴う増

75 80 85 90

132

４年度

95

単位

％

1

96 0 0 0 0 0 96

県

目標 － － 75 80 80

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

ポジティブ・エイジング応援事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

係

単位

％

1

224 0 0 0 0 0 224

県

目標 － － 85 90 90

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

障害者理解促進事業

0

実績

関係機関連携強化事業 85

97 97 0

366

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 高齢・障害支援
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 障害者理解促進事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

支援技術の理解度

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

90 90

実績 － 80.0

令和５年度 599 0 0 0 599
令和４年度 375 0 0 0 375

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

394 343 478 599 599 599

394 343 478 599 599 599

85 90

決
算

264 298 343

264 298 343

事業概要
・身体、知的、精神障害について区民に正しい理解が深まることを目的とした講演会や、作品展示会をを行います。
・障害者が災害等の緊急時にも安心して地域生活が送れるよう障害者の理解啓発を目的とした出前講座を行います。
・精神障害福祉領域でのヘルパーや計画相談員が、活動をやりがいを持ち長期的に継続できるための支援者育成研修を行います。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４ 誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の高齢化率は、令和４年３月末時点で約30.5％です。区内で障害者手帳を所持者は、9,803人ですが、介護の担い手だった親、
障害者本人どちらも高齢になり、8050問題に直面しています。
　「親あるうち」の支援の推進としては、親世代が生前に出来ることについて、成年後見制度などの周知を推進する他、「親なきあ
と」でも子世代が安心して暮らし続けることが出来る地域づくりが求められています。
　また、障害理解は身体、知的、精神障害でも専門的な幅広い知識の研鑽が必要になります。精神福祉領域で活動しているヘルパーや
計画相談員のなかには、精神疾患を持つ方特有の対応の難しさから、支援者が疲弊し仕事から離れてしまうことが課題となっていま
す。精神障害者のヘルパーニーズが急増するなかで、支援者育成は急務となっています。
　障害の理解を深めた市民が増え、関係機関の支援技術が向上した結果、障害者が安心して暮らせる地域を目指します。

根拠・データ等

・身体障害者手帳（65歳以上）
＜所持者数＞３年度5,792人（4,563）、２年度5,780(4,260)、元年度5,764(4,227)、30年度5,764(4,208)、※25年度5,519(3,777)
・愛の手帳所（65歳以上）
＜所持者数＞３年度1,813人（55）、２年度1,740(52)、元年度1,678(51)、30年度1,602(53)、※25年度1,224(37)
・精神障害者保健福祉手帳（65歳以上）
＜所持者数＞３年度2,198人（668）、２年度2,021(239)、元年度1,981(230)、30年度1,920(213)、※25年度1,130(115)
・自立支援医療(精神通院医療)
　＜受給者数＞３年度3,747人、２年度3,858人、元年度3,379人、30年度3,368人、※25年度2,637人

事業指標 年度

事業開始年度 平成21年度

根拠法令・方針決裁等 「障害者総合支援法」「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」「障害者差別解消法」

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

障害者への理解度
単位

％

90

実績 － －

目標 － － － 80

障害等理解・啓発事業 166 200
活動の場ＭＡＰ更新にとも
なう印刷及び委託による増

精神保健福祉支援者育成事業

細事業名称 ５年度

61 24
講師依頼時間の変更によ
る増

差引（増減） 増減説明

みんなで進める！あんしん活動事業 51 51

課長 係長 障害者支援担当

細事業合計 599 375

本資料は、公正・適正に作成しました。 冨岡　幸世 岡部　学 北岡　泰子

224

細事業
（事業内訳）

32

単位 目標

事業スケジュール

・平成21年度：事業開始（障害事業所による区役所販売開始）
・平成29年度：みんなのギャラリー展（29年30年元年実施）
・平成30年度：区民向け障害理解啓発講演会「はたらく今」（30年、元年、２年、３年実施）
・令和3年度：みんなのギャラリーWEB展示会開催



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

33

単位 目標

事業スケジュール 令和３年度：事業開始

課長 係長 健康づくり

細事業合計 943 442

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 鹿瀬島　岳彦 大井　紗希帆

501

細事業
（事業内訳）

望ましい食生活習慣の普及啓発 230 250
新規リーフレット作成等
による増

オーラルフレイル予防・健口づくりの
啓発

細事業名称 ５年度

60 43 支援団体の増加による増

差引（増減） 増減説明

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

平均自立期間
男性

単位

年

81.34

実績 80.79 -

目標 - - 80.77 80.92 81.06 81.20

決
算

－ － 688
－ － 688

事業概要
健康寿命日本一を目指して、健康横浜21に基づく区民の健康向上のため、関係機関や地域の健康づくり団体等と連携しながら、自分自
身の健康状態を知り、自ら生活習慣の改善や健康づくりに取り組む区民を増やすことを目的とします。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の平均自立期間は男性80.02年、女性83.34年となっており、５年間で延伸しています。一方、金沢区の高齢化率は市内で２番
目に高く、今後さらなる高齢化の進行に伴い、生活習慣病に罹患する区民が増加することが懸念されます。そのため、高齢者だけでは
なく、働き・子育て世代に対しても早い段階から生活習慣改善や生活習慣病の重症化予防が必要になります。
　本事業は、関係部署や地域の健康づくり実施団体、関係機関、民間団体等と連携し、働き・子育て世代を含めた幅広い世代に対し
て、食生活の改善、オーラルフレイル予防及び運動習慣の定着等の周知啓発等の働きかけを行うことで、区民が健康づくりに関心を持
ち、自ら取り組み、平均自立期間の延伸を図ることを目的としています。

※平均自立期間…健康寿命の補完的指標。健康寿命は区別の算出ができないため、区のデータとしては平均自立期間を用いる。

根拠・データ等

○ 平均自立期間：H28年…男性80.02年、女性83.34年　H23年…男性79.21年、女性…82.78年
　　　　　　　　 H23年とH28年の差（伸び）…男性0.81年、女性0.56年
〇 高齢化率：30.6％（R４.１月時点）※18区中２番目に高い
〇 国保特定健診結果からみる金沢区の特徴【平成30年度国保データより抜粋】
 ・ 国保特定健診受診率：25.8％
 ・ 男性の約55％がメタボ
 ・ ＬＤＬコレステロール値所見有り：男性57.6％　女性55.7％　（全国平均値より高い）
 ・ HbA1C所見有り：男性57.0％　女性55.7％
 ・ 医療費:男女ともにがん、透析に対する外来医療費が全国平均値より高い
〇 標準化死亡比（H24～H28）【横浜市保健統計データより抜粋】
 ・ 食道がん（男性）、乳がん（女性）が全国値と比較して高い
〇 要介護原因疾患
 ・ 脳血管疾患（男性）、転倒・骨折（女性）が多い
〇 区民意識【R1年実施　金沢区意識調査より抜粋】
 ・ 「健康」「どちらかといえば健康」と回答　77.5％
 ・ 気になっていること　１位「自分の病気」　２位「家族の健康、介護」
〇 子育て世代の健診受診【R1年実施　子育て実態調査】
 ・ 過去１年の健診受診　母37.2％　父85.2％　母親の受診率が低い

事業指標 年度

事業開始年度 令和３年度

根拠法令・方針決裁等 健康増進法、第２期健康横浜21

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

－ － 625 910 910 910
－ － 625 910 910 910

令和４年度 442 0 0 0 442
0 0 943

財　源　内　訳

平均自立期間
女性

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

83.82 83.90

実績 83.45 -

令和５年度 943 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 健康かなざわ応援事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号

実績

運動習慣の定着に向けた取り組み 103

360 152 208 啓発媒体作成による増

480

４年度

単位

年

1

501 0 0 0 0 0 501

県

目標 - - 83.60 83.67 83.75

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

健康かなざわ応援事業



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

単位

頭

1

1 0 0 0 0 0 1

県

目標 60 30 30 25 25

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

安全安心生活応援事業

実績 0 3

災害時の衛生対策事業 125

102 86 16 啓発方法見直しによる増

5 5 5 5

696

４年度

5

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 生活衛生
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 防犯・防災・安全対策費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 安全安心生活応援事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

飼い主不明猫
収容件数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

20 20

実績 23 18

令和５年度 923 0 0 0 923
令和４年度 922 0 0 0 922

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,116 1,056 1,005 1,000 1,000 1,000

1,116 1,056 1,005 1,000 1,000 1,000

12 11

決
算

1,003 1,027 620

1,003 1,027 620

事業概要 区民の暮らしの安全・安心を応援します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「１ 安心して暮らせるまちづくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

・食品中の異物混入、家庭における調理が原因の食中毒、食品のテイクアウトやデリバリーを展開する事業者の食品の不適切な管理に
よる食中毒を予防するために、事業者・消費者特に子育て関係施設を含めた啓発が必要です。このために衛生講習会等を実施し食品に
対する衛生管理等の知識を広く啓発し、区民・事業者の食品に対する取り扱いなど衛生知識が向上し、食の安全・安心に対する関心が
高まり食中毒の予防を心がけている人が増えている。
・犬の鳴き声や糞尿等の問題に加えて、近隣関係や環境問題を包括するなど飼育動物に関する相談は複雑化しています。特に飼い主の
いない猫による問題の解決は難しく、継続的な地域への支援が必要です。問題解決に繋がる講習会の開催や対応策を飼い主が知ること
によって苦情相談および猫の収容頭数が減少している。
・災害時の対策として、ペットの飼い主は避難場所の確保やペット用備蓄等の準備、地域防災拠点運営委員へはペット受入れへの理解
を広める必要があります。風水害時の避難場所においても同様です。また、感染症や食中毒の発生がない安全な避難生活を送れるよう
支援することで防災意識の向上、備蓄等の準備が飼い主、拠点運営委員の双方で整い発災への備えができている。

根拠・データ等

・令和３年横浜市食中毒発生件数　【事件数】32件【患者数】236人（うち、アニサキスによるもの【事件数】24件【患者数】28人、カ
ンピロバクターによるもの【事件数】５件【患者数】21件）
・令和３年横浜市食中毒発生件数のうち、家庭における発生件数　【事件数】６件【患者数】９人
・犬の登録件数　金沢区　8,702頭　横浜市　173,140頭 (令和４年３月末）

事業指標 年度

事業開始年度 平成７年度

根拠法令・方針決裁等 食品衛生法、動物の愛護及び管理に関する法律、横浜市動物の愛護及び管理に関する条例、横浜市・金沢区防災計画

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

加熱不十分な
肉を喫食する
ことがある人

単位

％

11

実績 20.1 16.8

目標 20 18 15 12

生活衛生安全安心事業 686 10 啓発媒体見直しによる増

動物適正飼育啓発推進事業

細事業名称 ５年度

150 ▲ 25 啓発方法見直しによる減

差引（増減） 増減説明

課長 係長 環境衛生

細事業合計 923 922

本資料は、公正・適正に作成しました。 梅田　宏子 齊藤　愛子 今関　修一

1

細事業
（事業内訳）

34

災害時ペット
受け入れ拠点

数

単位

箇所

目標 3 4

事業スケジュール 平成7年度　事業開始



(様式3-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

35

単位 目標

事業スケジュール
・平成28年度：事業開始
・平成29年度以降：事業継続中

課長 係長 健康づくり

細事業合計 591 811

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 日吉　紀之 平澤　大輔

▲ 220

細事業
（事業内訳）

地域歯科医療体制整備事業 811 ▲ 220
歯科ユニットのリース契
約満了による減

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

診察患者数
単位

人

100

実績 125 156

目標 100 100 100 100 100 100

決
算

958 810 811

958 810 811

事業概要
祝日や年末年始の初期救急と地震等の災害時の歯科医療を確保することにより、平時から災害時まで区民への安全安心の確保を図りま
す。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　区民に途切れなく歯科診療を提供するために、民間の診療所が手薄な祝日と年末年始の体制を確保します。
　災害時医療体制に関しては一般的に医科を中心に構築されますが、中症度の外傷治療に加えて、仮設診療所機能、高齢者等災害弱者
への口腔衛生指導機能など歯科医療が果たす役割も大きく、地域の拠点においてきめ細かく機能するため体制を整備します。

根拠・データ等
医療施設調査・病院報告（厚生労働省）、横浜市統計書（第15章衛生及び環境１医療施設）、金沢区歯科医師会「休日に歯が痛くなっ
たら」等で報告されています。そのため、必要な補助となります。

事業指標 年度

事業開始年度 平成28年度

根拠法令・方針決裁等 金沢区地域歯科医療体制整備事業実施要綱

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

905 826 811 811 811 811

905 826 811 811 811 811

令和４年度 811 0 0 0 811
0 0 591

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 591 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 地域歯科医療体制整備事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

自主企画事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号

実績

591

４年度

単位

1

△ 220 0 0 0 0 0 △ 220

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

地域歯科医療体制整備事業



（様式７）

[　　金沢  　 区] ３款 ２項 1目 統合事務事業費 （単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

1 統合事務費 22,435 22,275 21,332 21,172 1,103 1,103

2 広報よこはま発行事業 8,130 6,260 8,283 6,920 △ 153 △ 660

3 市民相談事業 2,753 2,753 2,737 2,737 16 16

4
クリーンタウン横浜事
業

1,298 1,298 1,229 1,229 69 69

5
緊急時情報システム運
用事業

893 893 893 893 0 0

6 スポーツ推進委員事業 2,680 2,680 1,640 1,640 1,040 1,040

7 青少年指導員事業 1,924 1,924 2,884 2,884 △ 960 △ 960

8
学校・家庭・地域連携
事業

1,300 1,300 1,300 1,300 0 0

9 健康づくり月間事業 180 180 180 180 0 0

10 0 0

11 0 0

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 0 0

計 41,593 39,563 40,478 38,955 1,115 608

事　業　計　画　書　目　次　

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度 増△減（５－４）
新
規
・
拡
充



(様式5-1）

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

⑥

　 ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

係

施策指標

運営方針等との関連

予
算

22,038 21,815 21,461 22,435 22,435

21,888 21,665 21,331 22,275 22,275 22,275

1,103 0 0 0 0

22,435

0

区会計室 0 0 0

事業スケジュール
平成26年度　「統合事務費」を自主企画事業費とは別に、区庁舎・区民利用施設管理費と一体で「一般管理費」として計上
令和元年度～　統合事業費と合わせて「統合事務事業費」として計上

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度

福祉保健課 2,017 2,017 0

生活衛生課 0

増減説明４年度 差引（増減）

総務課

0

21,332 1,103

土木事務所 678 678 0

課長 係長 予算調整

1,857 1,857 0

細事業合計 22,435

こども家庭支援課

生活支援課 4,961 4,961

秋林　真生子

保険年金課 0 0 0

本資料は、公正・適正に作成しました。 姫浦　尊 田中　真紀子

高齢・障害支援課 1,763 1,763 0

6,281

地域振興課 433 433 0

5,178 1,103

0 0

税務課 404 404 0

印刷機新規リースに伴う
増等

区政推進課

事業目的・効果
(必要性)

区が主体的に各事業への予算配分や事業展開を図ること、地域ニーズを踏まえたきめ細かいサービス提供につなげるために各局から統
合された事務経費です。

決
算

21,440 21,861 20,632

21,310 21,731 20,502

事業概要 各課で事務・運営を行っていくために必要な事務費を適正に執行します。

事業開始年度 平成26年度

根拠法令・方針決裁等

1,103

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減
令和４年度 21,332 0 0 160 0 21,172
令和５年度 22,435 0 0 160 0 22,275

市債 一般財源区　分 金　額 国 県 諸収入

事業名称

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

事業評価書番号 該当なし
予算区分

歳出予算科目 3 2 1

統合事務事業費 統合事務費

一般 会計 枝番号 前年度事業名称 統合事務費

統合事務費 政策番号 政策指標 施策番号

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 総務
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

戸籍課 3,131 3,131 0

910 910 0



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

2

単位 目標

事業スケジュール
毎月１日発行
平成９年11月から市版と区版に分離
平成17年５月から一体化

課長 係長 広報相談

細事業合計 8,130 8,283

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 藤田　健一 黒木　沙代

▲ 153

細事業
（事業内訳）

広報よこはま金沢区版 7,918 ▲ 172
実績に基づく積算による
減

福祉保健センターからのお知らせ

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

広報よこはま
金沢区版
発行部数

単位

部

1,065,900

実績 1,057,000 1,065,900

目標 1,066,100 1,057,000 1,065,900 1,065,900 1,065,900 1,065,900

決
算

6,748 7,156 6,721

5,672 6,055 5,435

事業概要

　区民が広い視野で行政を知ることで、さまざまな事業に関心を持ち、積極的に参加できるよう、広報紙、ＨＰ等で情報を提供しま
す。（広報よこはま金沢区版：毎月1日発行）
 「福祉保健センターからのお知らせ」は、センターの事業日程やその他福祉・保健・医療に関する情報の周知を図るため、「広報よこ
はま」に年1回綴じ込みをします。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「区民の皆様への「まごごろ」あふれる区役所づくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

１　広報よこはま金沢区版
　令和２年度市民局広報課が実施した「広報に関するアンケート」において、約７割の人が市政情報を入手する主な手段として「広報
よこはま」を挙げています。広報よこはま金沢区版は、約90,000世帯への全戸等での配布のため、毎月約90,000部を発行し、広報よこ
はま金沢区版を活用し、施策・事業・感染症予防対策・地域活動・イベント情報等を区民へ提供することで、区民サービスの向上を目
指します。
　また、より多くの区民に手にとってもらえるよう、見やすく、わかりやすい紙面づくりに取り組み、より良い広報紙にするための意
見収集手段としてアンケートを実施し、多くの区民の声を収集するため、応募者の中から抽選で謝礼（図書カード等）を進呈します。

２　福祉保健センターからのお知らせ
　毎年、３月号の広報よこはま金沢区版に保存版として４ページの「福祉保健センターからのお知らせ」を綴じ込み、
金沢区全世帯に配布します。（タブロイド版、4色カラー刷り、約90,000部）
　これに加え、区役所各課窓口、地域ケアプラザﾞ等で年間を通して配布できるよう、3,000部増刷します。

根拠・データ等

１　広報よこはま金沢区版
【令和２年度横浜市の広報に関するアンケート調査】
　市政情報の入手方法　令和２年度67％、平成29年度70％、平成27年度73％
【発行部数（実績）】令和元年度：1,066,100、令和２年度：1,057,000、令和３年度：1,065,900
【アンケート応募数】令和元年度：267、令和２年度：281、令和３年度：285

２　福祉保健センターからのお知らせ
【発行部数（実績）】令和元年度：89,300、令和２年度：87,800、令和３年度：89,400

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 広報よこはま金沢区版発行要領

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

6,728 7,628 7,985 8,130 8,130 8,130

5,577 6,465 6,963 8,130 8,130 8,130

令和４年度 8,283 0 0 1,363 6,920
0 1,870 6,260

財　源　内　訳

　福祉保健セ
ンターからの

お知らせ
発行部数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

89,400 89,400

実績 87,800 89,400

令和５年度 8,130 0

該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 広報よこはま発行事業歳出予算科目 3 2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費 広聴広報相談費
事業評価書番号

実績

384 365 19
実績に基づく積算による
増

7,746

４年度

単位

部

1

△ 153 0 0 507 0 0 △ 660

県

目標 89,300 87,800 89,400 89,400 89,400

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

広報よこはま発行事業



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

開催回

1

16 0 0 0 0 0 16

県

目標 10 10 10 11 11

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

市民相談事業

実績 6 8

8 9 9 9

2,753

４年度

9

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 区政推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費 広聴広報相談費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 市民相談事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

司法書士相談

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

11 11

実績 8 8

令和５年度 2,753 0 0 0 2,753
令和４年度 2,737 0 0 0 2,737

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

2,702 2,738 2,771 2,753 2,753 2,753

2,702 2,738 2,771 2,753 2,753 2,753

94 94

決
算

2,671 2,662 2,712

2,671 2,662 2,712

事業概要 　身近な相談窓口として、弁護士等による特別相談を実施し、区民の抱える様々な問題や不安の解消に向けアドバイスを行います。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「区民の皆様への「まごごろ」あふれる区役所づくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　日常生活上、思わぬ様々なトラブルに巻き込まれた場合の対応や、高齢化社会が進み相続に関する手続や諸問題の相談等が区民から
寄せられます。区役所の窓口では対応できない相談内容について、弁護士による法律相談や、司法書士による司法書士相談、税理士に
よる税務相談など、法律問題に専門的な知識をもつ相談窓口を提供することにより、問題の解消へ導き、区民の生活満足度の向上につ
なげることを目的としています。

根拠・データ等

・法律相談（弁護士対応：１回の相談会での相談枠数は６枠）
　＜実績推移＞２年度：相談会枠数564（年間相談会実施回数94回、実施枠数451）、３年度：相談会枠数570（年間相談会実施回数95
回、実施枠数541）
・司法書士相談（司法書士対応：１回の相談会での相談枠数は６枠）
　＜実績推移＞２年度：相談会枠数60（年間相談会実施回数10回、実施枠数35）、３年度：相談会枠数60（年間相談会実施回数10回、
実施枠数47）
・税理士相談（税理士対応：１回の相談会での相談枠数は６枠）
　＜実績推移＞２年度：相談枠数48回（年間相談会実施回数８回、実施枠数32）、３年度：相談枠数48回（年間相談会実施回数８回、
実施枠数44）

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

法律相談
単位

開催回

94

実績 94 95

目標 94 95 94 94

特別相談事業 2,737 16 暦による相談回数の増

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 広報相談

細事業合計 2,753 2,737

本資料は、公正・適正に作成しました。 米山　岳夫 藤田　健一 土屋　安里

16

細事業
（事業内訳）

3

税務相談
単位

開催回

目標 8 8

事業スケジュール
・法律相談：毎週月曜、木曜実施（予約制）
・司法書士相談：毎月第１火曜実施（予約制）
・税理士相談：毎月第１火曜実施（予約制）



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

1

69 0 0 0 0 0 69

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

クリーンタウン横浜事業

実績

1,298

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費 地域コミュニティ費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 クリーンタウン横浜事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,298 1,298
令和４年度 1,229 1,229

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,149 1,349 1,149 1,298 1,298 1,298

1,149 1,349 1,149 1,298 1,298 1,298

230 230

決
算

1,070 986 1,098

1,070 986 1,098

事業概要
横浜市空き缶等及び吸殻等の散乱の防止に関する条例で定められた美化推進重点地区（金沢文庫駅周辺）の美観保持のため、委託業者
による清掃を実施します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針 Ⅱ 目標達成に向けた施策 「２ 金沢の未来を創る！～多様な主体等と連携した魅力あるまちの実現～」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の玄関口である金沢文庫駅は、区内の中で乗降客数が多く、商店街・大型スーパーマーケット等が近くにあることから、歩行
喫煙をする方や、ごみのポイ捨てをする方が少なからず存在します。
　ごみのポイ捨て禁止や歩きたばこ防止のマナー啓発は資源循環局と協力してクリーンタウン推進事業で行い、クリーンタウン横浜事
業では、金沢文庫駅周辺（金沢区美化推進重点地区）の清掃委託を行い、駅周辺の美観を保持することで区民が愛着を持てる魅力的な
街づくりを推進し、ポイ捨てがない環境を目指します。
　委託業者の選定については、高齢者等雇用安定事業者及び区内障害施設に清掃委託をすることで、高齢者と障害者への雇用を支援す
る効果があります。

根拠・データ等

美化推進重点地区歩行喫煙率調査（資源循環局平成27年度調査）
市内主要駅（38駅）中
金沢文庫駅・・・平日17位、休日21位
金沢八景駅・・・平日24位、休日27位

事業指標 年度

事業開始年度 平成８年度

根拠法令・方針決裁等 「横浜市空き缶等及び吸い殻等の散乱の防止等に関する条例」、美化推進重点地区界

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

清掃活動による
ごみの回収量

単位

kg

230

実績 107 203

目標 － － 230 230

クリーンタウン横浜事業 1,229 69 委託回数増による増

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 地域活動

細事業合計 1,298 1,229

本資料は、公正・適正に作成しました。 稲川　仁 伊藤　秀孝 小田　彩乃

69

細事業
（事業内訳）

4

単位 目標

事業スケジュール
高齢者雇用安定事業者清掃委託：年間155回委託予定
障害者施設清掃委託：年間88回委託予定（合計243回清掃実施）



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

緊急時情報システム運用事業

実績

893

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 総務
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費 防犯・防災・安全対策費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 緊急時情報システム運用事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 893 893
令和４年度 893 893

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

- 893 893 893 893 893

- 893 893 893 893 893

6 6

決
算

- 832 872

- 832 872

事業概要
　災害等発生時に、区と自治会町内会長等と、一斉かつ双方向に情報受伝達が可能なクラウド電話を活用したシステムを利用し、災害
情報や安否情報等を迅速に伝達・収集します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「１ 安心して暮らせるまちづくり」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

・区内には土砂災害警戒区域が多いため、大雨等の気象情報や避難所開設情報等を区民の方に迅速に伝達する必要があります。
・区内に170もの自治会町内会があるため、災害時等に区から緊急情報を１件ずつ電話すると、時間と手間が掛かります。よって、区か
ら一斉に情報発信できる仕組みが必要です。
・パソコンや携帯電話のメールを普段使用しない方も多いため、広く普及している自宅の固定電話に区から連絡できると、多くの方に
情報伝達することができます。
・年６回の情報受伝達訓練では、約８割の回答率となっており、当該事業が地域に浸透してきています。
・令和３年度の風水害時にもシステムを利用し、迅速かつ細やかな情報提供に繋がりました。

根拠・データ等

・地震被害予測（金沢区防災計画　震災対策編2018）（想定：元禄型関東地震　震度6弱～7）
　死者：117人　建物被害（揺れ、液状化、火災）：13,222棟　避難者：44,565人
・警報等発表件数
　H30：12件　R1：11件（土砂災害警戒情報3件）　R2：15件　R3：11件（土砂災害警戒情報1件）　R4（8月22日現在）：6件
・被害件数（崖崩れ等）
　H30：64件　R1：1,110件　R2：2件　R3：4件　R4（8月22日現在）:0件

事業指標 年度

事業開始年度 令和２年度

根拠法令・方針決裁等 災害対策基本法、横浜市防災計画、金沢区防災計画、地震防災戦略、中期４か年計画

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

システム
運用訓練

単位

回

6

実績 6 6

目標 6 6 6 6

緊急時情報システム運用事業 893 0

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 総務課庶務

細事業合計 893 893

本資料は、公正・適正に作成しました。 姫浦　尊 永田　紳 丸山　隼人

0

細事業
（事業内訳）

5

単位 目標

事業スケジュール
毎年度：新任自治会・町内会長研修にて周知（年２回）
毎年度：システム運用訓練（年６回）



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

回

1

1,040 0 0 0 0 0 1,040

県

目標 4 4 4 2 2

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

スポーツ推進委員事業

実績 中止 1

4 4 4 4

2,680

４年度

4

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費 文化・ｽﾎﾟｰﾂ・学習振興費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 スポーツ推進委員事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

主催イベント
実施回数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

2 2

実績 中止 中止

令和５年度 2,680 2,680
令和４年度 1,640 1,640

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

2,680 1,640 2,680 1,640 2,680 1,640

2,680 1,640 2,680 1,640 2,680 1,640

135 135

決
算

2,554 1,600 2,392

2,554 1,600 2,392

事業概要 多くの区民がスポーツに親しみ、スポーツを通した地域のつながりを強められるよう、スポーツ推進委員の活動を支援します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４ 誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

①課題として、スポーツ推進委員の担い手不足が挙げられます。この課題を解決するため、区スポーツ協会との連携力を強め、大会等
への動員をおこなうことで、スポーツ推進委員の区民への認知度を高め関心を高めます。
また、主催大会開催種目が固定化しているため、スポーツ推進の観点から現在の競技大会の見直しをおこない、様々な種目の大会並び
に体験教室を実施する必要があります。
②スポーツ振興を図るため、係る団体、地域を支援していきます。スポーツ推進委員は、スポーツ振興に係る活動として、地域でのイ
ベントの実施、市主催のスポーツイベントの従事などを通じて寄与しています。区内13地区のスポーツ推進委員が活動するための支援
として、各地区に事業費を交付します。また、２年ごとの委嘱の際に、活動時に着用するユニフォームを支給します。ユニフォームを
着用して活動することにより、公的機関から委嘱を受け活動しているスポーツ推進委員という立場を明確にします。

根拠・データ等 金沢区スポーツ推進委員数（当該年度委嘱実績数）

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 スポーツ基本法、横浜市スポーツ推進委員規則、金沢区スポーツ推進委員活動交付金交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

推進委員数
単位

人

135

実績 131 119

目標 135 135 135 135

スポーツ推進委員事業 1,640 1,040
委嘱年（隔年）に伴うユニ
フォーム購入費の増

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 区民活動支援担当

細事業合計 2,680 1,640

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 白井　康智 大橋　諒也

1,040

細事業
（事業内訳）

6

市主催及び
共催大会派遣

単位

回

目標 4 4

事業スケジュール
【金沢区スポーツ推進委員連絡協議会定例会】毎月１回（８月、12月を除く）
【各種スポーツ大会】随時



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

回

1

△ 960 0 0 0 0 0 △ 960

県

目標 2 2 2 2 2

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

青少年指導員事業

実績 0 0

2 2 2 2

1,924

４年度

2

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費
子育て・子ども・青少年育
成費

事業評価書番号 該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 青少年指導員事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

イベント実施
回数

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

2 2

実績 0.0 0.0

令和５年度 1,924 1,924
令和４年度 2,884 2,884

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,924 2,884 1,924 2,884 1,924 2,884

1,924 2,884 1,924 2,884 1,924 1,924

130 130

決
算

1,924 2,884 1,924

1,924 2,884 1,924

事業概要 青少年健全育成

運営方針等との関連

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

青少年健全育成を図る為、青少年に係る団体、地域を支援していきます。
青少年指導員は、青少年の健全育成に係る活動として、地域のパトロール、イベント支援などを通じ、青少年の仲間づくりや地域の多
世代交流に寄与しています。区内14地区の126名の指導員が活動するための支援として、各地区に事業費および会議費を交付します。ま
た、２年ごとの委嘱の際に、活動時に着用するユニフォームを支給します。ユニフォームを着用して活動することにより、公的機関よ
り委嘱されて活躍する青少年指導員という立場を明確にすることで、地域の青少年に安心感を与えます。また、近年、各地域において
担い手の高齢化が進んでいること、担い手が減少していることが問題となっており、継続的な支援が必要です。

根拠・データ等
・神奈川県青少年保護育成条例
・神奈川県青少年保護育成条例施行規則

事業指標 年度

事業開始年度 昭和42年度

根拠法令・方針決裁等 横浜市青少年指導員要綱、金沢区青少年指導員協議会活動費交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

指導員数
単位

人

130

実績 126.0 121.0

目標 130 130 130 130

青少年指導員事業 2,884 ▲ 960
委嘱年（隔年）でないこ
とによる、ユニフォーム
費の減

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 区民活動支援担当

細事業合計 1,924 2,884

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 白井　康智 岩佐　佳織

▲ 960

細事業
（事業内訳）

7

広報誌の作成
単位

回

目標 2 2

事業スケジュール 昭和42年度事業開始



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

学校・家庭・地域連携事業

実績

1,300

４年度

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 こども家庭支援
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費
子育て・子ども・青少年育
成費

事業評価書番号 該当なし
予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 学校・家庭・地域連携事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

実績

令和５年度 1,300 0 0 0 1,300
令和４年度 1,300 0 0 0 1,300

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

10 10

決
算

1,286 561 692

1,286 561 692

事業概要 青少年の問題行動の防止及び健全育成を目的に、学校・家庭・地域が連携して行う青少年育成事業を支援します。

運営方針等との関連

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

青少年の問題行動の防止及び健全育成を目的とした青少年育成事業を支援するため、各中学校区に設置された学校・家庭・地域連携事
業実行委員会に対し補助金を交付し運営を支援します。

根拠・データ等

交付実績
平成30年度　10団体　1,286千円
令和元年度  10団体　1,286千円
令和２年度  11団体　　561千円
令和３年度  10団体　　692千円

事業指標 年度

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 学校・家庭・地域連携事業交付金要領

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

補助金交付
単位

団体

10

実績 11 10

目標 11 10 10 10

学校・家庭・地域連携事業 1,300 0

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 こども家庭

細事業合計 1,300 1,300

本資料は、公正・適正に作成しました。 芹澤　功悦 俵　恵利子 中村　護

0

細事業
（事業内訳）

8

単位 目標

事業スケジュール
4月～5月　交付申請
6月　交付決定
3月～4月　報告



(様式6-1） №

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

単位

年

1

0 0 0 0 0 0 0

県

目標 - - 83.60 83.67 83.75

諸収入
一 般 財 源 等

会計一般

健康づくり月間事業

実績 690 1,810

5,000 5,000 5,000 5,000

180

４年度

5,000

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 福祉保健
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

統合事務事業費 地域福祉保健推進費
事業評価書番号 該当なし

予算区分

政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

枝番号 前年度事業名称 健康づくり月間事業歳出予算科目 3 2

財　源　内　訳

平均自立期間
女性

事業名称

市債 一般財源区　分 金　額 国

83.82 83.90

実績 83.45 -

令和５年度 180 0 0 0 180
令和４年度 180 0 0 0 180

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減

予
算

0 180 180 180 180 180

0 180 180 180 180 180

81.06 81.20

決
算

0 80 100

0 80 100

事業概要 生涯にわたる健康づくり支援のため、健康づくり月間事業を展開します。

運営方針等との関連 令和４年度金沢区運営方針　Ⅱ 目標達成に向けた施策　「４　誰もが健康で生きがいを感じられる地域の実現！」

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　金沢区の平均自立期間は男性80.02年、女性83.34年となっており、５年間で延伸しています。一方、金沢区の高齢化率は市内で２番
目に高く、今後さらなる高齢化の進行に伴い、生活習慣病に罹患する区民が増加することが懸念されます。そのため、高齢者だけでは
なく、働き・子育て世代に対しても早い段階から生活習慣改善や生活習慣病の重症化予防が必要になります。
　さまざまな世代の区民が多く集まる金沢まつり「いきいきフェスタ」の場を活用し、区の現状に沿った情報や健康課題に対する啓
発、検診等の啓発を行うことで、区民が健康づくりに関心を持ち、自ら取り組み、平均自立期間の延伸を図ることを目的としていま
す。

※平均自立期間…健康寿命の補完的指標。健康寿命は区別の算出ができないため、区のデータとしては平均自立期間を用いる。

根拠・データ等

・平均自立期間：H28年…男性80.02年、女性83.34年　H23年…男性79.21年、女性…82.78年
　　　　　　　  H23年とH28年の差（伸び）…男性0.81年、女性0.56年
・金沢区民の意識調査について【横浜市市民意識調査（令和３年度）】
・金沢区民の心配ごとや困っていることの中で、「自分の病気や健康、老後のこと」が62.2％と、多くなっている。
・金沢区民の、市政への要望としては、「病院や救急医療など地域医療」が35.4％となっている。
上記の根拠から、金沢区内の各会場にて、医療講演会、健康づくりに関する各種啓発活動について、実施する意義があります。また、
病気の早期発見に結び付けるための、健康診断、がん健診等の啓発活動にも力を入れます。

事業指標 年度

事業開始年度 平成16年度

根拠法令・方針決裁等 健康増進法、第２期健康横浜21、金沢区健康づくり月間事業補助金交付要綱

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

平均自立期間
男性

単位

年

81.34

実績 80.79 -

目標 - - 80.77 80.92

健康づくり月間事業 180 0

細事業名称 ５年度 差引（増減） 増減説明

課長 係長 健康づくり

細事業合計 180 180

本資料は、公正・適正に作成しました。 平　佳子 日吉　紀之 髙山　透菜

0

細事業
（事業内訳）

9

参加人数
単位

人

目標 500 500

事業スケジュール
・平成16年度：事業開始
・平成17年度以降：事業継続中



（様式７）

[　　金沢  　 区] ３款 ２項 1目 区庁舎・区民利用施設管理費（単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

1 区庁舎管理費 159,503 152,250 159,046 152,561 457 △ 311

2 区民利用施設管理費 508,219 508,219 470,319 470,319 37,900 37,900

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 0 0

計 667,722 660,469 629,365 622,880 38,357 37,589

事　業　計　画　書　目　次　

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度 増△減（５－４）
新
規
・
拡
充



(様式4-1）

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

係

本資料は、公正・適正に作成しました。 姫浦　尊 田中　真紀子 呉田　周平

法律等に基づいて施設の維持・管理に必要な清掃・点検等を行います。

細事業合計 159,503 159,046 457

課長 係長 予算調整

12,802 12,345 457
人件費高騰に伴う委託費
の増等

区庁舎修繕費 4,200 4,200 0

事業スケジュール
通年：設備管理委託、清掃・点検委託　等
随時：小破修繕　等

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

区庁舎 142,501 142,501 0

行政サービスコーナー 0 0 0

区民活動支援センター 0 0 0

土木事務所

事業目的・効果
(必要性)

149,334

事業概要 区庁舎等の維持管理を行います。

事業開始年度 平成６年

区庁舎等の適正な維持・管理を目的とします。

決
算

156,835 147,402 156,660

145,816 140,175

根拠法令・方針決裁等 横浜市庁舎管理規則等

運営方針等との関連

令和８年度
予
算

162,896 164,170 165,972 159,490 159,490 159,490

155,456 156,509

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

158,297 152,237 152,237 152,237

152,561
増△減 457 0 0 768 0 0 △ 311

令和４年度 159,046 0 0 6,485
令和５年度 159,503 0 0 7,253 152,250

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入 市債 一般財源

区庁舎管理費

区庁舎管理費 政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

1

事業名称

事業評価書番号 1
予算区分 区庁舎・区民利用施設管理費 区庁舎等

歳出予算科目

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 総務
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

一般 会計 3 2 枝番号 前年度事業名称



(様式4-1）

区 課

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰ 旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園 1,190 1,200 ▲ 10
令和３年度実績に基づ
く減

区民利用施設小破修繕 1,790 1,790 0

六浦地区連合会館 76 76 0

金沢区福祉保健ボランティア等活動
拠点

685 685 0

1,309 1,309 0

国際交流ラウンジ 8,486 8,486 0

令和５年度　事業計画書

事業区課 金沢 地域振興
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

区庁舎・区民利用施設管理費 区民利用施設

事業名称

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

事業評価書番号 2、3
予算区分

歳出予算科目 一般 会計 3 2 1 枝番号 前年度事業名称 区民利用施設管理費

区民利用施設管理費 政策番号 政策指標 施策番号 施策指標

市債 一般財源区　分 金　額 国 県 諸収入

508,219令和５年度 508,219
令和４年度 470,319 470,319

0 37,900

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 37,900 0 0 0 0

470,902
460,742 469,636 470,668 470,902 470,902 470,902

予
算

460,818 469,712 470,744 470,902 470,902

事業概要 区民利用施設の管理運営を行います。

事業開始年度 平成６年度

根拠法令・方針決裁等 横浜市公会堂条例等

決
算

468,849 474,640 471,061
468,773 474,565 471,061

事業目的・効果
(必要性)

地域住民が身近な場所で文化、スポーツなどの事業を行い、地域社会の連携の強化を促進することを目的としています。
地区センター等については多様化する市民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間のノウハウを活
用しながら、市民サービスの向上と経費の節減を図る指定管理制度を導入しています。

根拠・データ等 各条例・要綱等に基づいて設置しています。

30,809 1,496
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

地区センター 226,873 218,380 8,493
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

事業スケジュール 令和５年４月～　指定管理選定委員会（公会堂）

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

公会堂 32,305

スポーツセンター 43,558 41,560 1,998
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

広場・遊び場

集会所 0 0 0

スポーツ会館 8,014 7,656 358
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

ログハウス 8,529 7,997 532
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

区民文化センター 0 0 0

細事業合計 508,219 470,319 37,900

課長 係長 区民活動支援担当

本資料は、公正・適正に作成しました。 仙台　椎良 奈良　紀之 中野　正信

コミュニティハウス（条例型） 61,705 39,817 21,888
西柴コミュニティハウ
ス開館に伴う増等

コミュニティハウス（学校施設活用
型）

60,318 59,268 1,050
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

老人福祉センター 52,596 50,501 2,095
賃金水準の変動に伴う
人件費の増

老人憩いの家 785 785 0



区民利用施設施設概要等一覧（委託・補助） 概要（金沢） 区

種別 事業目的・概要 根拠法令等 名称 所在地 構造 施設内容 開館年月日

金沢 泥亀２-14-５
鉄筋コンクリート一部鉄骨造  ２階建て　延床面
積　1,966㎡

大中小会議室、工芸室、グランド、体育室　他 指定管理者
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

昭和55年5月15日

釜利谷 釜利谷南１-２-１
鉄筋コンクリート一部鉄骨造　２階建て　延床面
積　1,771㎡

中小会議室、工芸室、図書コーナー、調理室
他

指定管理者
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成4年2月29日

富岡並木 富岡東４-13-２
鉄筋コンクリート　地下１階 地上２階建て　延床
面積　1,776㎡

中小会議室、多目的室、調理室、体育室、他 指定管理者 株式会社有隣堂 平成7年3月20日

六浦 六浦５-20-２
鉄筋コンクリート３階建ての２、３階部分　延床
面積　2,046㎡

中小会議室、音楽室、工芸室、体育室、調理室
他

指定管理者 株式会社有隣堂 平成10年5月24日

能見台 能見台東２-１
鉄筋コンクリート２階建ての２階部分　延床面積
1,840㎡

多目的室、工芸室、和室、調理室、体育室、図
書ｺｰﾅｰ、他

指定管理者
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成13年9月23日

ｽﾎﾟｰﾂ会館 六浦 六浦南５-19-２ 鉄骨平屋建一部２階建て　延床面積　337㎡ 体育室、テニスコート、多目的広場 指定管理者
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

昭和59年10月5日

こどもログハウス
管理運営を管理運営団
体に委託します。

都市公園法第２条第２項
横浜市公園条例、横浜市
青少年施設条例

富岡八幡公園 富岡東４-12 木造２階建て　延床面積　229㎡ 滑り台、登り棒、図書コーナー、地下迷路　他 指定管理者
特定非営利活動法人
Ｗoodcraft

平成4年5月8日

老人福祉センター
管理運営を管理運営団
体に委託します。

老人福祉法、横浜老人福
祉条例

晴嵐かなざわ 泥亀１-21-５
鉄筋コンクリート４階建ての3・4階部分
延床面積　1,861㎡

研修室、機能回復訓練室、図書コーナー、大広
間　他

指定管理者
公益財団法人
横浜市老人クラブ連合会

平成11年5月1日

老人憩いの家
管理運営を管理運営団
体に委託します。

老人福祉法、横浜老人福
祉条例、横浜市老人憩い
の家運営要綱

伝心寺 町屋町16-28 宗教法人伝心寺の一部を賃借 和室30畳 宗教法人　伝心寺 昭和38年3月2日

六浦南 六浦南３-22-１
学校開放施設
六浦南小学校内

市民図書室、サロン、中・小研修室、和室
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成3年4月20日

小田 富岡西１-73-１
学校開放施設
小田中学校内

図書コーナー、中・小研修室、和室
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成4年4月29日

富岡 富岡西７-13-１
学校開放施設
富岡小学校内

市民図書室、中・小研修室、和室
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成5年5月8日

大道 大道２-３-１
学校開放施設
大道小学校内

市民図書室、サロン、中・小研修室、和室
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成5年5月22日

西金沢 釜利谷西４-８-１
学校開放施設
西金沢学園分校舎内

市民図書室、中研修室、厨房、多目的室、談話
室

特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成29年９月９日
(平成９年４月１

八景 泥亀１-21-２
学校開放施設
八景小学校内

市民図書、中・小研修室、和室
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成13年4月25日

並木北 並木１-７
学校開放施設
並木第一小学校内

市民図書、中・小研修室、和室
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成14年4月24日

並木 並木２-８-１ 横浜なみきリハビリテーション病院内1階 ロビー、図書コーナー、集会室、和室 指定管理者
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成24年9月3日

柳町 柳町１-３
転換型施設
旧青少年図書館

ロビー、図書コーナー、学習コーナー、会議
室、和室

指定管理者
特定非営利活動法人
金沢区民協働支援協会

平成14年4月28日

西柴 柴町343ー５
鉄骨造地上５階建て
特別養護老人ホームの建物の一部

ロビー、多目的室、情報ラウンジ、地域ニーズ
室

指定管理者 社会福祉法人　昴 令和5年3月1日

スポーツセンター
管理運営を管理運営団
体に委託します。

横浜市スポーツ施設条例 金沢 長浜106-８ 鉄筋コンクリート造２階建   延床面積 3,559㎡ 体育館３、トレーニング室、研修室　他 指定管理者
公益財団法人
横浜市スポーツ協会

昭和60年11月23日

国際交流ラウンジ
管理運営を管理運営団
体に委託します。

横浜市国際交流ラウンジ
の設置及び運営に関する
指針、横浜市国際交流ラ
ウンジ取扱要綱

金沢国際交流
ラウンジ

泥亀２－９－１ 金沢区役所２階
情報・相談コーナー、日本語教室は市大国際交流室
１・２

金沢国際交流ラウンジボラ
ンティア会

平成19年9月5日

乙舳 乙舳12 面積    120㎡ 滑り台、鉄棒　他 乙舳子供の遊び場管理運営委員会 昭和43年
六浦 六浦３-3585-２ 面積    220㎡ 滑り台､太鼓ばし　他 六浦子供の遊び場管理運営委員会 昭和26年
双葉 六浦町５-1635 面積    250㎡ 固定遊具ｽﾃｯﾌﾟ、ﾊﾟｰｺﾞﾗ   他 双葉子供の遊び場管理運営委員会 昭和27年
高谷 六浦東２-793-２ 面積    419㎡ ﾌﾞﾗﾝｺ､滑り台､鉄棒   他 高谷子供の遊び場管理運営委員会 昭和29年

高舟台 高舟台１-31-２ 面積    263㎡ ﾌﾞﾗﾝｺ､滑り台､砂場   他 高舟台子供の遊び場管理運営委員会 昭和44年
白山道 釜利谷南２-40 面積    500㎡ ﾌﾞﾗﾝｺ､滑り台､鉄棒   他 白山道子供の遊び場管理運営委員会 昭和40年

六浦第三 六浦５-1845 面積    300㎡ 六浦第三子供の遊び場管理運営委員会 昭和49年
坂本 釜利谷東７ 面積  1,925㎡ 坂本子供の遊び場管理運営委員会 昭和59年

ｼｰﾊｲﾑ金沢 並木３-６ 面積    264㎡ ﾌﾞﾗﾝｺ、滑り台、鉄棒　他 ｼｰﾊｲﾑ金沢子供の遊び場管理運営委員会 昭和63年

町のはらっぱ しらやまどう 釜利谷南２-1526-70 面積　1,301㎡ しらやまどう管理運営委員会 平成5年9月27日

六浦 六浦南３-1950-９ 外 面積 16,061㎡ 少年ｻｯｶｰ1面、少年野球1面  六浦ｽﾎﾟｰﾂ広場管理運営委員会 平成元年４月

長浜・花夢 富岡東６丁目19 面積　6,320㎡ 少年野球等練習場１面　他 長浜・花夢ｽﾎﾟｰﾂ広場管理運営委員会 平成15年４月

シルバー健康広場
管理運営を管理運営委
員会に委託します。

区シルバー健康広場整備
並びに管理運営委員会設
置要綱

湘南八景 東朝比奈２-653-46 面積　1,338㎡ ゲートボール２面 湘南八景ｼﾙﾊﾞｰ健康ひろば管理運営委員会 平成4年11月1日

旧川合玉堂別邸
旧川合玉堂別邸（園庭緑
地）及び管理棟の保全を
図ります。

旧川合玉堂別邸 富岡東5-19-22 面積　8,193.65㎡ 管理棟、庭園 平成17年1月28日

金沢区福祉保健ボ
ランティア等活動拠

点

管理運営を管理運営団
体に委託します。

金沢区福祉保健ボランティ
ア等活動拠点設置要綱
金沢区福祉保健ボランティ
ア等活動拠点管理要領
金沢区福祉保健ボランティ
ア等活動拠点利用管理運
営委員会設置要領

金沢区福祉保
健ボランティ
ア等活動拠点

釜利谷東７－19－28 軽量鉄骨造平屋建
延床面積109.3㎡

多目的室、ボランティアコーナー、事務室
金沢区福祉保健ボラン
ティア等活動拠点利用管
理運営委員会

平成15年

子供の遊び場
管理運営を管理運営委
員会に委託します。

横浜市遊び場要綱

地元管理運営委員会に
対し補助金を支出します

横浜市広場・はらっぱ要
綱
区広場・はらっぱ補助金
交付要綱スポーツ広場

管理運営団体

地区センター
管理運営を管理運営団
体に委託します。

横浜市地区ｾﾝﾀｰ条例

ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ事業に関する
基本事項
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ整備基本方針
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ（学校施設活用
型）の設置に関する要綱コミュニティハウ

ス
管理運営を管理運営団
体に委託します。

横浜市地区ｾﾝﾀｰ条例
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